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取扱説明書 

お買い上げいただをありびとラございまず。 

八警告 I 電気製品は安全のためのを意事項 
' I を守らないと、火災や人身事故に 

なることがあ0ます。この取扱説明書には、 
事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取 
り扱いかたを示しています。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を 
ま全にお使い<ださい。お読みになったあと 
は、いつでも見られるところに必ず保管して 
<ださし、。 
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受をのために 



事故を防ぐためになのことを必ずお守り<ださい。 

• 安全のための注意事項を守る 
•故障した5使わない 

.万一異常が起きたら、お買い上げ店またはソニーサービス窓□に修理を依頼する 


警告表示の意ほ 

この取掘説明書では、;欠のよラな表おをしています。表示の内容 
をよく理解してから本文をお読みください。 

ま意を促す記号 

1么を晚 


A 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電-破裂などにより 

化災 

感電 

死こや大けびなど人身事故び生じます。 

行為を禁止ずる記号 

A 警告 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電などにより死 t や 

0 


大けびなど人身事故の原因となります。 

禁止 

分解禁止 

IA 注意1 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他のま故によりけ 

めれ手禁止 

接抛禁止 

びをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることびあります。 
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A 警告 I 底 A 

I — ^ - 1 化お 感電 


下記のま意事項を守6ないと义災*感電に 
より死!!:や大けびの原因となりまず。 


運乾中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなびらイヤーレシーバーなどを使巧し 
たり、細かい操作をしたり、表示画面を見ることは絶対におやめください。 
交通事故の原因となります。 

• また、歩さなび5使巧するときを、事故を防ぐため、周囲の交通や路面げ況 
に充分ごを意 < ださい。 



内部に水や異物を落とさない 

かや異物び入ると火災や感電の原因となります。万一、水や異物び入ったと 
きは、すぐに電池を抜き、お買い上げ店またはソニーヴービス窓□にご相談 
<ださし)。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や、直射日光のあたる場前こは置 
かない 

火災や感電の原因となることびあります。とくに風呂場では絶対に使用し 
ないで < ださし、。 



雷が鳴りだした5、電源プラグに軸れない 

感電の原因とな0ます。 


接地禁止 
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準備 


準備1:箱の中身を確認する 


本体 (1) 



表示窓に貼られているフイルムを 
剥がしてお使いください。 


ソニー単4お巧電式ニッケル水素電池 ( 1 ) 

ステレオイヤーレシーパー （1) 


キヤ U ングケース （1) 

充電式電池用キヤリングケース （1) 
取扱説明書 (1) 

保証書 (1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

上手な録音ガイド （1) 

この取撒説明書で説明しているな外の変更 
や改造を行った場合、本機を使用できなくな 
ることがありますので、ごま意くださし、。 


謙 




USB 接続補助ケースレ (1) 



お使いのパソコンに本機を直接接続できな 
い場合は、付属の USB 接続補助ケーブルをお 
使いください。 




る部のなまえ 


本体(表面) 



の録/再ランプ 
图内蔵マイク（ステレオ） 

回表术窓 
团■停止ボタン 
间 ♦録音/一時停止ボタン 
固コント□-ルボタン（▲、 ▼/ 
M ィ（早戻し ）、 W (早送り）） 
m ► (再生）/決定ボタン# 
圓巳（フオルダ)ボタン 
回メニューボタン 
圆\、(マイク）ジャック* 


回。（へッドホン)ジャック 
固消去ボタン 
画音量+ 4 /—ボタン 
回毎（リピート） A - B ボタン 
圆分割ボタン 

本体(裏面） 



圆ストラップ取り付け部 

(ストラップは付属していません。） 

回 スピーカー 

画スライド式 USB 端子巧つまみ 
圆ホールド/電源スイッチ 
國 DPC (速度調節)スイッチ 
國電池ぶた 

* 凸点(突起)びついています。操作の目安、端子 
の識別としてお使いください。 
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準備 2 :巧電する 

表示窓に貼られているフイルムを剥びしてお 
使いください。 

本機を起動しているパソコンと接続して、電 
池マークび r 田！田 J になるまで充電して < ださ 
い。 

はじめてお使いになる場合や、しばらくお使 
いにならなかった場合は、電池マークび 
r 田田山になるまで連続して充電してください。 
電池を使いをった状態から約3時間30分で充 
電び完了します。 

別売の AC アダプター ( AC - U 50 AD など)を 
使って充電することもでをます。 

1 充電池を入れる。 

電池ぶたを矢印の方向へずらして開け、 

単4形充電式ニッケ J レ水素電池(付属)を 
入れ、ふたを閉めます。 



2 USB 端子をつなぐ。 

裏面の USB 端子巧つまみを矢印の方向へ 
スライドして、 USB 端デを起動している 
パソコンにつなぎます。# 2 


本機]! 

パソコンの USB ポートへ 


充電中は、「接続中」と電池マークびアニ 
メーシヨン表示されます。 



3 本機をパソコンから取りはずす。 

必ず下記の手順で取りはずしてくださし、。 
この手順で巧わないと、本機にデータび 
入っている場合に、データび破損して再 
生でをな<なるおそれびあります。 
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©パソコンで下記の操作を行ラ。 
Windows の場合： 

パソコンのデスクトップ下部で、切下 
のアイコンを左クリックしてください。 

^山56大容量記憶装置を安全に取り 
がします]を左ク U ックしてください。 
アイコンの表示は OS の種類によって 
異なる場合びあります。 

Macintosh の場合： 

デスクトップの「に RECORDER」 のア 
イコンをドラッグして、 r コ‘ミ箱」アイ 
コンの上にド□ップしてください。 
パソコンから取りはずす方法について 
詳しくは、お使いのパソコンの取扱説 
明書をご覧 < ださい。 

® 本機をパソコンの USB ポートからはず 
し、本機の USB つまみを矢印の方向に 
スライドして USB 端子を収納する。 



>1室温で電池残量び無い状態か5電池を充電し 
たとをの目安です。電池の残量や電池の状態 
などによ0、前ページの充電時間と異なる場 
合びあ0ます。また、充電式電池の温度び低 
い場合や、データを本機に転送中などち充電 
時間は長 < なります。 

お使いのパソコンに本機を直接接続でさなし、 
場合は、付属の USB 接続巧助ケーブルをお使 
い < ださい。 

Q ご注意 

電池マークびアニメー シヨ ン表示されていない 
場合は、充電されていません。原因/処置につい 
ては、 r 故障かな？と思ったら」 （95 ページ)をご 
覧ください。 

巧電済みの巧電池、または別売の単4お 
アルカリ乾電池を使うときは 

手順1にしたびって準備します。 

•さ-ヒント 

• 本機にはマンガン電池はお使いになれません。 
• 電池を交換ずる際、電池を取りはずしても録音 
した用件やアラーム設定は消えません。 

• 電池を交換ずる際、電池を取りはずしても約3 
分間、時計は動いています。 
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電池を巧電 / 交換する時期 

電池の残量び少なくなって < ると、表示窓の 
表示でお知らせします。 

電池の残量表示 

:為：：電池の充電/交換時期び近づいていま 
す。 

♦ 

:培：：「電池残量びありません」び表示され、 
操作びでさな<なりまず。 


準備 3 :電源を入れる 


電源を入れるには 




• 長時間ご使用にならない場合は、電源を切って 
お<ことをおすすめします。 

• 操作をしないまま放置していると、 r オートパ 
ワーオフ」機能び働さます。（お買い上げ時は、 
設定は10分になっています。）メニューで才一 
トバワーオフ設定を変更すると、電源オフまで 
の時間を変更できます。 （72 ページ） 


ホールド/電源スイッチを r 電源」の方向へ1 
秒切上スライドすると、「アクセス中」のア 
ニメーシヨンび表示され電源び入ります。 

電源を切るには 

ホールド/電源スイッチを「電源」の方向へ2 
秒切上スライドすると、 r 電源オフ」のアニ 
メーシヨンび表示されます。 

しばら<たつと表示び消灯して電源び切れま 
す。 
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準備 4 :時計を合わせる 



アラーム機能を使巧したり、録音した曰時を 
記録するためには、本機の時計を合わせてお 
<必要びあります。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたとき 
や、電池を损いたまま3分 ULL お使いになら 
なかったあとに電池を入れたときは、「時計を 
設定して < ださい」び表示され、年表おび点滅 
します。 


電池を巧電後ずぐに時計ををわせ 
る 


1年月日と時分ををわせる。 

コント□ールボタンの ▲ または▼を 
押して、年、月、日、昧分の順で数字を 
選び、►-(再生）/決定ボタンを押す。 

時計設定 
[ifelv 1 tn 1 d 
0 : 00 


謙 



2停止画面に房すには■停止ボタンを 
押す。 


メニューを使って時計を合わせる 

停止中にメニューを使って時計を合わせるこ 
とびでをます。 

1メニュー画面で「時計設定」を選ぶ。 

©メニューボタンを押してメニューモー 
ドに入る。 

メニュー画面び表示されます。 
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毎)コント□ールボタンの ▲ または▼を 
押して、 r 詳細 ニュー」を選び、►(再 
生）/決定ボタンを押す。 

感コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して、 r 時計設定」を選び、►(再生） 
/決定ボタンを押す。 



2 コント□-ルボタンの▲または▼を 
巧して、 r 09 v 1 m 1 d 」 を選び、►馆 
生）/決定ボタンを巧す。 
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年月日と時分を合わせる。 

コント□ールボタンの ▲ または▼を 
押して、年、月、日、昧分の順で数字を 
選び、►-(再生）/決定ボタンを巧す。 



4 停止画面に戻すには■停止ボタンを 
押す。 

B ご注意 

それぞれの手順の間を1分於上あけると、時計合 
わせびキヤンセルされ、通常の表示に戻ります。 

現在日時を表示ずるには 

停止中に ■ 停止ボタンを押すと現在曰時び 
表示されます。 





ボタンを操作でをな < ずるには 



ホールド/電源スイッチを「ホールド」の方向 
にスライドします。 

「ホールド」び約3砂間表示され、すべてのボ 
タンび操作できなくなります。 



ボタンを操作でまるぶラにずるには 

操作できるようにするには、ホールド/電源 
スイッチを中央位置にスライドします。 

Q ご注意 

録音中にホールドにした場合、すべてのボタン操 ^ 
作びできなくなり、誤操作を防止します。録音を ^ 
止めるには、まずホールドを解除してください。 I 

ぐ ホール ド中でも アラー ム再生は止められ 
ます。 

アラーム 再生時、どのボタンを押してを アラーム 
音や用件再生を止めることびできます。（通常の 
用件再生は停止できません。） 
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昼本の操作 


録る 

H ごま意 

録音を始める前に、ホールドを解除して電源を入れて < ださい。 


フオルダを還ぶ 



3 ►-( 再生）/決定ボタンを押す。 
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録音を始める 


停止中に♦録音/一時停止ボタンを押す。 

録/再ランプびホく点なします。 

♦録音/一時停止ボタンは、録音中ずっと押し続ける必要 
はありません。 

新しい用件は自動的に一番最後に録音されます。 


-録/再 
ランプ 


-参録音/ 
一時停止 


内蔵7イクを録音する音の方向へ向ける。 



-內蔵マイク 


録音を止める 


■停止ボタンを巧す。 

「アクセス中」のアニメーシヨンび表示され、今録音した巧 
件のはじめで停止します。 



停止 


アクセス中のご ミ 主意 

画面上に「アクセス中」のアニメーションび出ている間は、；>^モリーへ録音データを記録してい 
ます。アクセス中は、電池をはずしたり 、 USB AC アダプター（別売)を旅去挿ししたりしないで 
ください。データび破損するおそれびあります。 


赃み Q 辄な 
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その他の操作 

録音を一時停止 
する* 

• 録音/一時停止ボタンを巧す。 

録音一時停止中は録/再ランプびホく点滅し、 OK 録音一時停止)表示び点滅します。 

録音一時停止を解 
除する 

ちう一度 ♦ 録音/一時停止ボタンを押す。 

先ほど録音していた用件に続けて録音することびできます。（録音一時停止後、録音を続け 
ず、停止ずるとさは、■停止ボタンを巧します。） 

今録音したばか D 
の巧件を間< 

► (再生）/決定ボタンを巧ず。 

録音び賴除され、今録音した用件のはじめから聞くことびでをます。 

早戻し（レビュ ー) 
再生する 

録音中または録音一時停止中にコント□—ルボタンの M ィ（早戻し）を長巧しする。 

録音び賴除され、今録音したところが早戻し（レビユ ー) 巧をごれます。 W ィ（早戻し）を離 
すと、離したところから再をび姑まります。 


* 録音を一時停止して約 1 時間たつと、録音一時停止は解除され、録音停止になります。 


をヒント 

. 本機で録音される用件は 1 V 1 P 3 ファイルで録音されます。 

• ひとつのフオルダには最高弓9の用件び録音できます。 

• 録音をする前に、あらかじめためし録りするか、録音モニター （32 ページ)をしなびら録音ずることを 
おすすめします。 

n ごま意 

• 録音中、本機に手などびあたったり、こすったりずると雑音び録音されてしまうことびあります。ご 
注意ください。 

• 録音を始める前に必ず電池巧量表示 (1 1ページ)を確認して < ださい。 
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脚み Q 鄉な 



聞 < 


H ごま意 

再生を始める前に、ホールドを解除して電源を入れて < ださい。 

再生を始める 
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► (再生）/決定ボタンを押す。 

すぐに再生び始まり、録/再ランプび緑に点なします。 

けニュー 「 LED 」 をは刀に設定しているときは消なしま 
す (72 ページ)。） 


風 


-録/再 
ランプ 


•/決定 


音量+/— ボタンを巧して、音量を調節する。 



-音量 +/- 


再生を止める 


I 停止ボタンを巧す。 



停止 


赃み Q 滿な 
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その他の操作 

再生の途中、その位►(再生）/決定ボタンを巧ず。 

置で停止する ちう一度►-(再生）/ミ夫定ボタンを巧ずと、止めたところから再生び始まります。 

今間いている巧件 コントロールボタンの M ィ（早戻し）を短く1回押す。* 

の頭に戻る 

前の巧件、さらに前コント□—ルボタンの M ィ挥戻し）を鹿く何回り卿す。 

の巧件に戻る （停止中は巧したままにすると、連続して戻りまず。） 

巧の巧件に進む コントロールボタンの W (早送り）を短 <1回押す。* 

さらに巧の巧件にコントロールボタンの(早送り）を短く何回か押す。 

進む （停止中は押したままにすると、連続して進みまず。） 

* メニュー「イージーサーチ」び「オフ」に設定されている場合の操作でず (69 ぺージ)。 

用件再生時の画面表示について 



のファイル情報表示 

コント□ールボタンの ▲ または ▼ を押して再生中のファイル情報を確認することびでをま 
す。 

本機で録音された巧件は、下記のよラに表おされます。 

亡！：フォルダ名を表示： FOLDER 01 〜 F 0 LDER 1 日 

で：タイトル名を表あ：年月日_ま号 （09010 し001または FM _ 09010し001) 

义 :アーティスト名を表示 ： My Recordim 

□ :ファイル名を表あ：年月日_ま号め9010し001または FM _ 09010し000 
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パソコンでフオルダ名、タイトル名、アーティスト名、ファイル名を変更することびできます。 





回カウンタ情報表示 

メニューでお好みの表示モードを選ぶことびでさます （70 ページ)。 
経過時間：1巧件の経過時間 
残り時間：1巧件の鶏り時間 
録音曰付：録音した曰付 
録音時刻：録音した時刻 
回録音可能時間表示 

録音可能時間を時間、分、秒で表示します。 

10時間し乂上の場合：時間 

10分し苗上、1日時間未満の場合：時間と分 

10分未満の場合：分と秒 


赃み Q 滿な 
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消す 


n ごま意 

• 一度消去した内容はちとに戻すことはできません。ごミ主意ください。 
• 消去する前に、ホールドを解除して電源を入れてください。 

用件を選び消まずる 


1停止中または再生中に消去したい用件を選ぶ。 



4 ►-( 再生）/決定ボタンを押す。 

「消去中...」び表示され、用件び1件消去されます。 

巧件を消すと、;欠の巧件び自動的に繰り上びるので、間に空 
白部分は鶏りません。 
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を中で消'まをやめる 

1 「用件を選び消ちする」の手順3で「キャンセル」を還び、 

► (巧生）/ミ央定ボタンを巧す。 （ — ► /ホ定 

他の用件を消去ずるには 

r 庙件を選び消去する」の手順1から手順4を繰り返します。 

ひとつの用件の一部分だけ消去ずるには 

用件分割 (52 ページ)で消去する部分としない部分に分け、消去したい部分の用件番号を選んで 
「胤牛を選び消去する」の手順1から手順4の操作をします。 


脚钟 Q 滿な 
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その他の録音操作 


録音の設定を巧える 

録音モードを遇ぶ 



停止中あるいは FM ラジオ受信中にメニュー 
で巧途に応じた録音モードを選ぶことびでを 
ます。 

1 メニューボタンを巧して、メニュー 
モードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して、「録音モード」を選び、(再 
生）/決定ボタンを押す。 



3 コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、 「 ST 」、 rSTSP 」、 に TLP 」、 rsp 」 ま 
たは 「 LP 」 を選び、 ► (再生）/決定ボ 
タンを巧す。 



4 ■停止ボタンを押して、メニューモー 
ドを終了する。 
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ST 

ステレオ高音質モード (44.1 kHz/ 

192 kbps) 

ステレオ音声で高音質な録音びでさます。 

STSP 

ステレオ標準モード( 44 .1 kHz/128 kbps) 
ステレオ音声で録音びでさます。 

STLP 

ステレオ長時間モード (22. 05 kHz/ 

48 kbps) 

ステレオ音声で長時間の録音びでさまず。 

SP 

モノラル標準モード (44.1 kHz/32 kbps) 
標準の音質で録音びでさます。 

LP 

モノラル長時間モード0 1.025 kHz/ 

8 kbps) 

音質を重視しない簡易な録音、メモ録音は 
LP モードで長時間お使いになれます。 


より良い音質で録音したいと去は、 ST モー 
ドまたは STSP モードをお使い < ださい。 
お買い上げ時は、に T (ステレオ高音質モー 
ド)」設定になっています。 

n ごま意 

録音中は r 録音モード」の切り換えはでさません。 


マイク感度を選ぶ 



停止/録音時に ニューでマイク感度設定を 
切り換え、用途に合わせて、内蔵マイクの感度 
を選ぶことびでをます。 

1メニューボタンを押して、;>< ニュー 
モードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 


ホ Q 唐 Q 鄭邮滿な 
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コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して、 r マイク感度」を選び、►-(再 
生）/決定ボタンを押す。 


録音モード 


巨イク感度 


LCF(LowCut) 

VOR 

ノイスカット 


コント□ールボタンの ▲ または▼を 
押して、情感度 All 」、 哈議ク, lI また 
は！■□述ク,」を選び、 ► (再生）/決 
定ボタンを巧す。 


7イク感度 


高感度ク III 



□述ク ■ 


高感度 All 

広い会議室での録音など、遠く 
の音やかさい音を録音すると 
をに使巧します。 

会議ク|| 

会議室での録音やインタ 
ビューなど、通背の会話や巧ち 
合わせの音声を録音するとを 
に使用します。 

□述ク ■ 

□述録音など、マイクを□元に 
近づけて録音したり、近 < の音 
や大をい音を録音するとをに 
使用します。 


お買い上げ時は、恰議ク,|」設定になってい 
ます。 


■ 停止ボタンを巧して、メニューモー 
ドを終了する。 




ほい周液数の音をカツトずる一 
LCF (Low Cut Fiber ) 機能 



停止/録音時にメニューで設定びでをます。 
n _ CF(Low Cut )」 を r オン」にすると、低い周波 
数の音をカットし、プ□ジェクターなどのノ 
イズや風切り音を軽減することで、音声をよ 
りク U アに録音でをます。 

1 メニューボタンを巧して、メニュー 
モードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


2 コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、 「 l _ CF ( LowCut )」 を選び、 ► 
(再生）/決定ボタンを押す。 



3 コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、「オン」を選び、 ► (再生）/ 
ミ央定ボタンを巧す。 



お買い上げ時、「に F(Low Cut )」 は「オフ」 
になつています。 

4 ■停止ボタンを押して、メニューモー 
ドを終了する。 

1_ ぴ (Low Cut Filter ) を解除ずるには 

手順3で n _ CF(Low Cut )」 を r オフ」にします。 


巾 Q 音 Q 飄邮肅な 
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音がしたとき自動録音ずる一 
VOR (Voice Operated 
Recording ) 録音 





停止/録音時に、ニューで、ある大ささ！;(上 
の音をマイクび拾ラと自動的に録音び始まり、 
音びルさくなると録音が一時停止するよラに 
設定することびでさます。 

1 メニューボタンを巧して、メニュー 
モードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


コント□ールボタンの ▲ または▼を 
押して、 「 VOR 」 を選び、►-(再生）/ 
決定ボタンを巧す。 



3 コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、「オン」を選び、 ► (再生）/ 
ミ央定ボタンを巧す。 



お買い上げ時、 rvoR 」 は「オフ」になって 
います。 

4 ■停止ボタンを押して、メニューモー 
ドを終了する。 

5 ♦録音/一時停止ボタンを押す。 

i 麵 と巧因び表示されます。 
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マイクで拾ラ音び一定レベルし^下までルさく 
なると、巧因と aa (録音一時停止)び点滅し 
て、 VOR 録音び一時停止状態になります。 
VOR 録音一時停止状態のとをに、マイクび一 
定レベル ULL の大ささの音を拾ラと、 VOR 緑 
音び再開されます。 

VOR 録音を解除ずるには 

手順3で rVOR 」 をは刀にします。 

H ごま意 

VOR 機能は周囲の環境に左ちされます。状況に 
合わせてマイク感度を切り換えて<ださい。マ 
イク感度を切り換えても思いどおりに録音でき 
ないときや、大切な録音をするときは、メニュー 
で rvoR 」 を r オフ」に設定してください。 


啼 Q 唐 Q 鄭邮滿な 
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録音中に操作する 

録音中の音をモニターする 録音の途中で用件を分割する 



ステレオイヤーレシーバーを CM ヘッドホ 
ン）ジャックにつなぐと、録音中の音をモニ 
ターすることびでをます。 

イ ヤーレシーバーからの 音量 (モニター 音量) 
は、音量+/—ボタンを押して調節します。 
録音される音量に影響はありません。 


続けて録音しなびら新しい巧件として録音す 
ることびでさます。 

一度分割ずると再結合でをません。 

1 録音中に分割ボタンを巧す。 
r 分割中..」び表示されます。 

巧したところから新しい庙件番号びつさ、 
2つの巧件として録音されます。録音は 
途切れずに続けて録音されます。 
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に用件11_雨件2 |_用件3 

▲ 

巧件分割 

巧件2と巧件引ま 
続けて歸音される 

をヒント 

録音一時停止中でち巧件分割できます。 

a ごま意 

用件を分割した場合、前の用件の最後と媛の用件 
の最初の音びわずかに切れることびあります。 


啼 Q 唐 Q 鄭邮滿な 
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接続して録音する 


か部マイクをつないで録音ずる 2 コント□—ルボタンの ▲ または▼を 

巧して、 「 M に IN 」 を選び、►属生） 
外部マイク(ステレオ） /沈をボタン封甲す。 



のマイク感度の設定を蜜更してください。 
プラグイン/ くワー対応のマイクを使ラと、 

1 停止中にが部マイクを、、(マイク） マイクの電ミ原は本機から供給されます。 

ジャックにつなぐ。 .さ.お使いになれるマイク 

画面に「が部入力選択」び表示されます。 ソニー製エレクトレットコンデンサーマイク n 

「外部入力選択」び表示されない場合には ホン(ステレオマイク） ECM-CS10、ECM- 

メニューで設定してください (72 ぺージ)。 位10、 ECM-DS70P、ECM-DS30P (別売)など 

をお使いいただけます。 
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電話機や携帯電話の音声を録音ずる 

別売の電話録音巧マイク、 ECM-TL1 を使ラと、 

電話機や携帯電話での自分と相手の声を録音 

することびでをます。 

接続方法などについて詳しくは、 ECM-TL1 

の取掘説明書をご覽ください。 

〇ごま意 

• 録音する場合には、本機と接続媛、通話状態と 
録音レベルをご確認の上ご使巧ください。 

• 呼び出し音、発信音を録音した場合、会話びル 
さい音で録音されることびあります。そのよ 
うな場合には、通話げ態になってか!3本機を録 
音が態にしてください。 

• 電話機の種類、回線の状況によって VOR 機能び 
働かないことびあります。 

• 本機を使って通話録音をした場合、万一、これ 
らの不都合によ0録音されなかった場合は、一 
切の責任を負いません。 


他の機器の音声を録音ずる 


テープレコーダなど 



CD プレーヤーなど他の機器の音声を本機に 
録音することによって、パソコンを使わなく 
てち、音楽ファイルを作成することびできま 
す。 

ぐヒント 

• 録音をする前に、あらかじめためし緑りをして 
から、録音することをおすずめします。 

• 入カレベルび適正ではない場合は、他の機器の 
へ、ソ ドホン S 盖子(ステレオ S ニジャック）を 
使って本機と接続し、つないだ機器側で音量を 
調節してください。 


啼 Q 唐 Q 鄭邮滿な 
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シンク□録音機能を使って録音ずる 

1 メニ:!ーボタンを巧して、メニュー 
モードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 



コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して、 r 詳細^ニュー」を選び、(再 
生）/決定ボタンを押す。 



コント□-ルボタンの ▲ または▼を 
巧して、 r シンク□録音」を選び、(再 
生）/決定ボタンを巧す。 



4 コント□-ルボタンの▲または▼を 
巧して、 r オン」を選び、►煩生）/ 
決定ボタンを押す。 


5 ■停止ボタンを押して、メニューモー 
ドを終了する。 

6 停止中に他の機器を本磯につなぐ。 

他の機器の音声出力端モ(ステレオ S 二 
ジャック）を別売の ソニー 製オーディオ 
コード (38 ページ） * を使って、本機の 
\ (マイク）ジャックにつなざます。 
画面に r 外部入力選択」び表おされます。 
「が部入力選択」び表示されない場合には 
ニューで設定してください (72 ページ)。 

7 コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、 [Audio IN」 を選び、 ► 属生） 
/決定ボタンを巧す。 
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8 ■停止ボタンを巧して、メニューモー 
ドを終了する。 

9 ♦録音/一時停止ボタンを巧す。 
m の田び点滅してシンク□録音び一時 
停止の状態になります。 

10つないだ臟器で再生を始める。 

mm 田曲び表示され、シンク□録音び開 
始されます。 

2极屯{上無音の部分び続くと、 m 田沮び点 
滅して、シンク□録音び一時停止状態になり 
ます。シンク□録音一時停止状態のとをに、 
なに音を感知したところから新しい用件とし 
て、シンク□録音び再開されます。 

a ごま意 

• シンク□録音中は、分割新規録音 (32 ページ)や 
録音一時停止 （18 ページ)はできません。 

• ご使巧の機器によっては、音声入カレベルの違 
いなどによりシンク n 録音機能び正常に動作 
しない場合びあ0ます。 


シンク□録音機能を使わずに録音ずる 

1メニューボタンを巧して、;><ニュー 
モードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 

2コント□-ルボタンの▲または▼を 
押して、「詳細メニュー」を選び、(再 
生）/決定ボタンを押す。 


保護 
用件移動 
フオルダ內ミ肖去 
FM ラジオ 



3コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、「シンク□録音」を選び、(再 
生）/決定ボタンを押す。 


パックライト 
USB 巧電 
オートパワーオフ 
か部入力選巧 


をンク□録音 


啼9唐 Q 鄭邮滿な 
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4 コント□-ルボタンの▲または▼を 
巧して、 r オフ」を選び、►煩生）/ 
決定ボタンを押す。 



5 ■停止ボタンを巧して、^ニューモー 
ドを終了する。 


6 停止中に他の機器を本機につなぐ。 

他の機器の音声出力端子(ステレオ S 二 
ジャック）を別売のソニー製オーディオ 
コード#を使って、本機の（マイク） 
ジャックにつなざます。 

画面に「が部入力選択」び表示されます。 
「外部入力選択」び表示されない場合には 
メニューで設定してください (72 ページ)。 

7 コント□-ルボタンの▲または▼を 
巧して 、 「Audio IN 」 を選び、►煩生） 
/決定ボタンを巧す。 
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8 ■停止ボタンを押して、メニューモー 
ドを終了する。 

9 ♦録音/一時停止ボタンを巧す。 

内蔵マイクは自動的に切れ、つないだ機 
器の音声を録音します。 

10 つないだ機器で再生を始める。 


* お使いになれる才ーディオコード(別売) 



本機側 

接続巧機器測 

RK - G 13 弓 

ステレオ S ニプラグ S ニプラグ 


脂おなし） 

(モノラル） 



(抵抗なし） 

RK - G 136 

ステレオ S ニプラグステレオ5ニプラグ 


脂抗なし） 

(抵抗なし） 


H ご注意 

他の機器の音声を録音ずる場合はマイク感度の 
切り替えはでさません。 




その他の再を操作 


再をの方法を巧える 

よ0便利な再を方法 

高音質で再生ずるには 

• イヤーレシーバーで聞く： 

付属のステレオイヤーレシーノ（一を0 
(へッドホン）ジャックにつないでください。 
スピーカーからは音び出な<なりまず。 

• 外部スピーカーで聞く： 

別売のアクティブスピーカーをり（ヘッド 
ホン）ジャックにつないで < ださい。 

聞をたいところをすばやく探ずには 
ー イージーサーチ機能 

メニューの中で r イージーサーチ」を r オン」に 
設定しておくと、再生中にコントロールボタ 
ンの ►«( 早送り）または！◄ィ（早戻し）を何 
度か押して聞をたいところまで早送り、早戻 
しをして聞くことびでさます (69 ページ)。 
コント□—ルボタンの W (早戻し）を1回 
押すごとに約3;少前、 ►►!( 早送り）を1回押 
すごとに約10砂先を再生します。会議録音 
などで、聞去たいところをすばや < 探すのに 
便利です。 


再生中に早送り/早戻しずるには 
(キュー/レビュー） 

• 早送り（キュー）： 

再生中にコント□ールボタンの w (早送 
り）を押したままにして、聞をたいところで 
離します。 

. 早戻し（レビュー）： 

再生中にコント□-ルボタンの!◄ィ（早戻 
し）を押したままにして、聞をたいところで 
離します。 

最初は少しずつ早をり/早戻しされるので、 

] 語分だけ戻したり、送ったりして聞きたい 
とさに便利です。押し続けると、高速での早 
送り/早戻しになりまず。 

ぐ最後の用件の終わりまで再をまたは早送 
り（キュー)すると 

• 最後の用件の終わりまでまると 、 「MESSAGE 
END 」 表示び約5秒間点打します。 

•「MESSAGE END 」 と録/再ランフび消えると、 
最後の用件の頭に戻って止まります。 

•「MESSAGE END 」 の点打中にコント □- ルボ 
タンの！◄ィ（早戻し）を巧したままにすると、 
早戻しされ、離したところから再をび始ま0ま 
す。 
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• 最後の巧件び長時間の用件の場合で、用件中の 
後ろのちを探して再生したい場合は、コント 
n - ルボタンの(早送り）を押し続けて 
いったん用件の最後まで早送0して、 
「MESSAGE END 」 表示の点打中にコント □- 
ルボタンの W (早戻し）を押して間きたいと 
ころまで早戻しして探すと便利です。 

• 最後の用件政外の場合は、次の用件の頭に送っ 
てから再生中に早戻しずるとすばやく探せま 
す。 

1件リピート再生ずるには 

再生中に►-(再生）/ミ夫定ボタンを長押し 

します。 

r 与1」び表示されます。 

通背再生に戻るには、►-(再生）/決定ボタ 

ンを押します。 


再を速度を調節する 一 DPC (デジ 
タル • ピッチ•コント□—ル） 


本体(裏面) 



再生速度を+100%から一50%の間で調節で 
きます。その際、音程はデジタル処理により、 
自然に近いレベルで再生します。 

1 DPC 健度調節)スイッチを r 入」にす 
る。 


DPO (お畑翻 a) 


OZD 

A ••巧 



40 





2 再生速度を速 < したい場をは、再生中 
にコン ト □ールボタンの ▲ を巧す。 
ボタンを押すごとに、-50%- 〇〇/〇の間 
は「+5〇/〇」刻み、〇〇/〇〜1000/〇の間は 
「+1 〇〇/〇」刻みで再生速度を設定します。 

3 再生速度を遅< したい場をは、再生中 
にコン ト □ールボタンの ▼ を巧す。 
ボタンを押すごとに、-50%- 〇〇/〇の間 
は卜5〇/〇」刻み、〇〇/〇〜1000/〇の間は 
「一1 〇〇/〇」刻みで再生速度を設定します。 

通常の再生速度に戻ずには 

DPC 链度調節)スイッチを r 切」にします。 

B ごま意 

• 用件び WMA / AAC - LC の場合は、再生速度は 
0%から一50%の間でしか調節できません。 

• 再を中に ► (再生）/決定ボタンを長押しし 
て1件1」ピート再生している場合 (40 ページ)、 
または A - BU ピート再生している場合 (43 ペー 
ジ）は、再生速度を調節でさません。 
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再をの設定を巧える 


再をモードを巧无る 




3 つント□ールボタンの▲または▼を 
巧して、川、「己」、 「 ALL 」、 に1」、 
「^^己」または「^^：八1_1_」を選び、 ► 
(再生）/決定ボタンを巧す。 


再生モ-ド 



メニューで用途に応じた再生モードを選ぶこ 
とびでさます。 

1 停止/再生時にメニューボタンを巧し 
て、メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

2 コント□-ルボタンの▲または▼を 
巧して、 r 再生モード」を選び、(再 
生）/決定ボタンを巧す。 


4 ■停止ボタンを巧して、メニューモー 
ドを終了する。 


1 1件用件を再をする。 

己 

フオルダ内の用件を連続再をずる。 

ALL 

全用件を連続再生する。 


1件用件をリピート再生する。 

与 己 

フオルダ内の用件を U ピート再をする。 

c^ALL 

全用件を U ピート再生する。 
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必要な部分だけを再生ずる 一 A-BiJ 
ピート 

1再生中に与:0」ピート） A - B ボタンを押し 
て、 A 点を指定する。 

「 A - BB ?」 び表示されます。 

2 もう一度。:0」ピート） A - B ボタンを押し 
て、 B 点を指定する。 
rci ： A - BJ び表示されて、指定した区間び繰り 
返し再生されます。 

A - BU ピート再生を止めて通常の再生に戻す 
には： 

► (再生）/決定ボタンを巧します。 

A - BU ピート再生を停止するには： 

■停止ボタンを巧します。 

A - BU ピートの範囲を変えるには： 

A - BU ピート再生中にもう一度与: （ U ピート） 
A - B ボタンを押すと、手順1に戻り、新しし V \ 点 
び設定されます。手順2にがって B 点を指定 
します。 

a ごま意 

A 点よ0前に B 点の設定はでさません。 


巧音を低減して音青を聞をやず< 
ずる ーノイズカット機能 



録音した音声を聞をやすくするために、音声 
帯域には影響の出ない低域と高域の雑音を低 
減します。 

1停止/再生時にメニューボタンを巧し 
て、メニューモードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 
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2 コント□-ルボタンの▲または▼を 
巧して 、 r ノイズカツト」を選び、(再 
生）/決定ボタンを巧す。 


録音モード 
マイク感度 
LCF(LowCut) 


ノイスカット 


3コント□-ルボタンの▲または▼を 
巧して、 r オン」を選び、►煩生）/ 
決定ボタンを押す。 


ノイズかット 



■ 

オフ 



4 ■停止ボタンを巧して、^ニューモー 
ドを終了する。 

H ごま意 

• 録音した音声の状態によって、効果に違いびで 
る場合びあります。 

• 内蔵スピーカーで再をしている場合や FM ラジ 
才受信中にはノイズカツト機能は働さません。 

ノイズカツトを解除ずるには 

手順3で r ノイズカツト」を「オフ」にします。 


音質を切0換える 



メニューで再生する音楽によって適した効果 
を設定します。 

1停止/再生時にメニューボタンを巧し 
て、メニューモードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 
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コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して、 r エフェクト」を選び、►-(再 
生）/決定ボタンを押す。 



3コント□-ルボタンの▲または▼を 
押して、お好みの音質を選び、►-(再 
生）/決定ボタンを巧す。 



4「カスタム」を選んだ場を、コント □- 
ルボタンの ▲ または ▼ を押してそれ 
ぞれの周波数帯でレベルを調整する。 
左右の周波数帯へ移動するには、コント 
□ールボタンの W (早戻し）または 
►W (早送り）を押してください。 


5 ►-( 再生）/決定ボタンを押して、力 
スタム設定を完了する。 


6 ■停止ボタンを押して、メニューモー 
ドを終了する。 


ポップス 

中域を強調したヴオーカルなどに適した 
音質になります。 

□ック 

低域と高域を最ち強調した迫力のある音 
質になります。 

ジトズ 

高域を強調した張りのある音質になりま 
す。 

ベース1 

低音び強調されます。 

ベース2 

低音が更に強調されます。 

カスタム 

日バンドのサウンドレべルを自由に設定 
で定ます。 

オフ 

エフェクト機能は働をません。 


B ごま意 

• 内蔵スピーカーで再をしている場合や FM ラジ 
才受信中には設定は無効となります。 

• ノイス:カツトび r オン」になっている場合は、エ 
フエクト機能は働きません。 
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巧望の時刻に再をを始める ー アラーム再を 



あらかじめ設定した時刻にアラーム音ととち 
に巧件を再生でをます。 

特定の曰付を指定したり、毎週同じ曜日や毎 
曰同じ時刻に再生するよラに設定でをます。 
最大30件まで設定でをます。 

1アラーム再をしたい用件を表おさせ 
る 0 

2アラーム設定をする。 


©停止中に ニューボタンを押して、メ 
ニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

©コント□-ルボタンの ▲ または▼を 
巧して、「アラーム」を選び、►-(再生) 
/ミ夫定ボタンを押す。 



③コント□-ルボタンの ▲ または▼を 
押して、 r 新規」を選び、►屑生）/ 
ミ夫定ボタンを巧す。 

r アラ-ム 1 



3アラーム再生したい曰時、時刻を設定 
する。 

©コン トロールボタンの ▲ または▼を 
押して、 r 曰時」、 r 月曜曰」や「火曜曰」な 
ど設定したい曜日、または r 毎日」を選 
a . ► (再生）/ミ夫定ボタンを押す。 
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③ r 日時 j を選んだ場合： 

r 準備4:時計を合わせる」 （13 ぺージ） 
に従って年月日、時刻を設定します。 
「実行中..」の表示び出て、設定された 
内容び表示されます。 

曜日や r 毎日」を選んだ場合： 

コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して「時」を選び、 ►-( 再生）/決定 
ボタンを押し、同じよラにコント□一 
ルボタンの ▲ または ▼ を押して「分」 
を選び、►-(再生）/決定ボタンを巧 
します。 

4 ■停止ボタンを巧して、^ニューモー 
ドを終了する。 

メニューを終了すると R " りび表示されて、 
選んだ用件にアラームび設定されます。 

設定の客を変更ずるには 

1メニュー「アラーム」一 r アラームー覧」 

を選び、 ►-( 再生）/決定ボタンを押し 
て決定する。 

アラームー覧び表示されます。 

2 コント□ールボタンの▲または▼ボタ 
ンを押して、変更したい設定を選び、 
(再生）/決定ボタンを押して決定する。 


3 コント□ールボタンの▲または▼ボタ 
ンを押して「変更」を選び、►-(再生）/ 
決定ボタンを押して決定する。 

4旧時」、 r 月曜日」や r 火曜日」など曜日、ま 
たは「毎日」など、変更したい項目を選び、 
► 属生）/決定ボタンを押して決定す 
る。 

5 日時と時刻を選び、►-(再生）/決定ボ 
タンを押して決定する。 
r 実行中...」の表示び出て、蜜要された内容 
び表示されます。 

6 ■停止ボタンを巧してメニューモードを 
終了する。 

設定巧客を解除ずるには 

r 設定内容を変更するには」の手順3で r 觸除」 

を選び、 ►-( 再生）/決定ボタンを押して決 

定します。 ▲ または ▼ ボタンを押して「実行」 

を選び、 ►-( 再生）/決定ボタンを押して決 

定するとアラームは解除されます。表示窓の 

アラーム表示び消えます。 

アラームパターンを設定ずるには 

1メニュー「アラーム」一 r パターン設定」 

を選び、 ►-( 再生）/ミ夫定ボタンを押し 
てミ央定する。 
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2 コント□ールボタンの▲または▼ボタ 
ンを押して r ビープ&再生」「ビース「再 
生」のいずれかを選び、 ► 屑生）/決定 
ボタンを巧して決定する。 

3 ■停止ボタンを押してメニューモードを 
終了する。 

設定した時刻になると 

「 ALARM 」 び表示されて、アラーム再生び始 
ま0ます。 

再生び終わると、自動的に停止します(アラー 
ムパターンで r ビープ&再生」または「再生」び 
設定されている場合は、アラーム再生した巧 
件の頭に戻りまず)。 

アラーム 再生された用件をち ラー 度聞 
ぐには 

► (再生）/決定ボタンを押すと、その巧件 
のはじめから再生されます。 

アラーム 再生を止めるには 

アラーム再生中に音量十/一切がのボタンを 
押します。ホールド中は、どのボタンを押し 
てを止められます。 

H ごま意 

• 1件の用件には1個のアラームしか設定でさま 
せん。 

• 時計を合わせていない場合や、巧件び録音され 
ていない場合は、アラーム設定はでさません。 


• メニューで r 操作音」を r オフ」に設定していて 
わアラームび鳴0ます (71 ページ)。 

• 録音中にアラーム設定した時刻になった場合 
は、 RW 」 表示のみび点滅し、録音を終了したと 
さにアラームび鳴り始めます。 

• データ更新中にアラーム設定した時刻になっ 
た場合は、そのアラームは自動的に破棄されま 
す。 

• 2つ政上のアラーム設定時刻になった場合は、 
時刻の早い方の巧件のみアラームび鳴ります。 

• 一度設定したアラームは、アラーム再生を終了 
した媛を解除されません。 

. アラーム再生中に別の用件の設定時刻になっ 
た場合、用件の達中で次のアラーム再生び始ま 
ります。 

• アラーム設定した巧件を分割した場合、分けた 
時点より前の用件にのみアラーム設定されま 
す。 

• アラーム設定した巧件を消去すると、用件に設 
定されたアラームち一緒に解除されます。 
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接続して再をする 

本機の音青を他の機おで録音する 


テーフレコーダー、 S ニデイスクなど 



他の機器で本機の音声を録音でをます。 
録音をする前に、あらかじめためし録りをし 
てから、録音することをおすすめします。 


1本機のり（ヘッドホン)ジャックと他 
の機器のマイクジトツクもしくはライ 
ンジャックを、別売のソニー製オー 
デイオコード ■*= を使ってつなぐ。 


2本磯の(再生）/決定ボタンを巧し 
て再生状態にし、同時に、つないだ機器 
の録音ボタンを巧して、録音状態にす 
る。 

本機の巧件び他の機器に録音されます。 

3録音を止めるには、本機の■停止ボタ 
ンを巧し、つないだ機器の停止ボタン 
を巧す。 


4お使いになれるオーディオコード(別売) 

ラインインを使って接続するとをは、;欠の抵 
抗なしオーディオコードをお使いください。 



本機側 

接続巧機就則 

RK - G 13 弓 

ステレオ S ニプラグ S ニプラグ 


(お抗なし） 

(モノラル） 



谐おなし） 

RK - G 136 

ステレオ S ニプラグステレオ S ニプラグ 


(抵抗なし） 

谐抗なし） 
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編集ずる 


フォルダの中身を一度に消去する 



H ごま意 

フオルダ内の用件に保護設定びされていたら、そ 
の用件は消去されません。 


1停止中に消去したい用件の入っている 
フオルダを選ぶ。 

2 メニューボタンを巧して、メニュー 
モードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


3コント□—ルボタンの▲または▼を 
巧して、「フオルダ内消去」を選び、 
(再を）/決定ボタンを押す。 



4コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、「実行」を選び、►-(再生）/ 
決定ボタンを巧す。 
r 消去中..」び表示され、フオルタ巧の全 
用件び消去されます。 

口 FOLDER 01 
フオルダ巧 
全消去しまずか？ 

I 牛* V セル I 


5 ■停止ボタンを巧して、メニューモー 
ドを終了する。 

透中で消去をやめるには 

手順4で「キャンセル」を選び、►-(再生）/ 
決定ボタンを押します。 
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コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して、「用件移動」を選び、►-(再生) 
/決定ボタンを巧す。 

移動したい巧件び再生されます。 



4コント□ールボタンの▲または▼を 
押して、移動先のフオルダを選び、 ► 
(再生）/決定ボタンを巧す。 

读行中..」び表示され、移動先フォルダ 
の最終巧件の位置に巧件を移動します。 
移動すると、ちとのフオルダからその用 
件はなくなります。 


5 ■停止ボタンを押して、メニューモー 
ドを終了する。 

途中で用件の移動をやめるには 

手順4の前に ■ 停止ボタンを巧します。 
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口 FOLDER02 
口 FOLE)ER03 
口 FOLDER04 
I 口 FOLDER05 _ 



〇ごま意 

• フオルダ表示び亡!になっているとさは巧件 
の移動はできません (75 ページ)。 

• 亡!へ用件移動はでさません。 

1移動させたい用件を選ぶ。 

2停止/再生時にメニューボタンを巧し 
て、メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


用件を別のフォルダに巧動する 


謙舰叫か 



用件をふたつに分ける 一 用件分割 



再生中に用件を分割して、その場所に新しい 
用件番号び付けられます。会議など 1 件の巧 
件び長時間になったとをなどに、複数の巧件 
に分割しておくと再生したい場所びすばやく 
探せ、便利です。分割したい巧件び入ってい 
るフォルダの用件数びいっぱいになるまで、 
用件を分割できます。 


1再生中に分割ボタンを押す。 

確認画面び表示されます。 

2コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、「実行」を選び、 ► (再生）/ 
決定ボタンを巧す。 
r 分割中..」び表示されて、新しい巧件番 
号びつを、！;(降の巧件番号はひとつずつ 
ちられます。 


□ 090203_001 
分割しまずか？ 


睦行 


L キャンセル 


1用件1 

用件2 

用件3 



^ 巧件分割 



1巧件1 

用件2 1用件3 

用件4 



用件番号び1つずつ増える 
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a ご迁意 

• 用件を分割するには、メモ u —に一定の空き容 
量び必要です。 

• 用件タイトル、アーティスト名は分割した後ろ 
の用件ち同じにな0ます。 

• 本機で録音されたファイル政が(バソコンなど 
で転送した MP3/WMA/AAC- にファイル)は 
分割できません。 

• 分割した用件は再結合でさません。 

• アラーム設定した用件を分割すると、分割した 
後ろの巧件にはアラーム設定は残りません。 

• システムの制約により、用件のはじめと終わり 
で用件分割でさないことがあ0ます。 

用件分割した部分を探して聞くには 

分割した用件を1件として巧件番号びついて 

いるので、巧件番号を探すとさと同様にコン 

卜□ールボタンの！◄ィ（早戻し）または 

(早をり）を押して再生する部分を探してくだ 

さし、。 


誦»叫か 
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FM ラジオを聞 < 


FM ラジオの放送局を選局する 


aCD - UX 300 F / UX 40 OF のみ) 



FM ラジオを聞くとさは、付属のステレオイ 
ヤーレシーバーび FM アンテナの役割をしま 
すので、(ヘッドホン）ジャックにつないで 
<ださい。 

n ご注意 

FM ラジオ受信中は充電びでさません。 

1 メニューボタンを巧して;>< ニューモー 
ドに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


2コント□—ルボタンの▲または▼を 
巧して、 「 FM ラジオ」を選び、 ► 属生) 
/決定ボタンを巧す。 

FM ラジオモードに入ります。 


アラーム 
巧畫 
用件移動 
フォルダ巧消去 


FM ラジオ 


ク 

面1<[ P08 ]► 

90.0 mhz 

-9 ti 59 m 



3 コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、周波数選局を選ぶ。 


4 コント□-ルボタンの W ィ（早戻し） 
または w ( 早送り）を繰り返し巧し 
て選局する。あるいはコント□ールボ 
タンの！◄ィ〔早戻し）または w (早 
送0 ) を、画面上の周波数び変わり始め 
るまで長押しする。 

周波数をスキヤンし、放送を受信すると 
自動的に停止します。 
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放送を受信でをない場合は、コント□一 
ルボタンの W 焊戻し）または ►►!( 早 
送り）を1回ずつ繰り返し巧して < ださい。 

FM ラジオ受信時の表示窓 


FM マー ク 



FM 感度 


音青の出力巧を切0換える 



FM ラジオ受信中あるいは FM ラジオ録音中に、 
；><ニューで音声の出力先をスピーカーあるい 
はイヤーレシーバーへ切り換えることびでを 
ます。 

1 FM ラジオ受信中あるいは FM ラジオ録 
音中にメニューボタンを押して、^ 
ニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


FM ^ が挪八 
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コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して、 r 音芦出力選択」を選び、(再 
生）/決定ボタンを押す。 


録音モード 
オートプリセット 
DX/LOCAL 
スキヤン感度 


巨黃出力選択 


コント□ールボタンの ▲ または▼を 
押して、 r イヤーレシーバー」または r ス 
ピーカー」を選び、 ►-( 再生）/決定 
ボタンを巧す。 


音声出力選択 


イヤ—レシ—パ 


スピーカー 


お買い上げ時は、 r イヤーレシーバー」設 
定になっています。 


■ 停止ボタンを巧して、メニューモー 
ドを終了する。 


受信感度を切0換える 



FM ラジオ受信中に受信感度を設定でをます。 

1 FM ラジオ受信中にメニューボタンを 
押して、メニューモードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 




2 コント□-ルボタンの▲または▼を 
巧して、 rDX / LO 〔 AL 」 を選び、►馆 
生）/決定ボタンを押す。 



3 コント□-ルボタンの▲または▼を 
巧して、 「 DX 」 または 「 LOCAL 」 を選び、 



4 ■停止ボタンを巧して、^ニューモー 
ドを終了する。 

DX 通常はこちらを選択して < ださい。 

LOCAL 放送局の送信アンテナ周辺の強電界によ 
る混信/つぶれなどびあるときは、こち 
らを置おしてください。 

a ご注意 

弱電巧によ0受信状態び良<ないとをは、 DX のま 
まお使い < ださい。 


FM ラジオ放送を録音ずる 


■停止 

♦録音/一時停止 


1 録音したい放送局を選択する。 

2 ♦録音/一時停止ボタンを巧して録音 
を開始する。 

3 録音を止めるには ■ 停止ボタンを押 
す。 
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FM ラジオ放送を自動でプリセツト登録する 

2 コント□ールボタンの▲または▼を 
巧して、「オートプリセツト」を選び、 
► (再生）/決定ボタンを巧す。 


録音モード 


巧ートプリセット 


DX/LOCAL 
スキヤン感度 
音青出力選択 


プ U セット^ニューで、 FM ラジオ放送局を 
最大30件までプ U セット登録することびで 
をまず。 

1 FM ラジオ受信中にメニューボタンを 
巧して、メニューモードに入る。 
メニュー画面び表示されます。 


3 コント□ールボタンの▲または▼を 
押して、「実行」を選び、►-(再生）/決 
定ボタンを押す。 

受信可能な放を局をスキャンし、プ I 」 

セツト番号におい周波数から高い周波数 
へ順に自動登録します。 

オートプ I 」セツト実行中、登録予定のプ 
U セツト番号び点滅します。 


オートフリセット 
しまずか？ 


睦行 


L キャンセル 



オートプリセツトを止めるには 

■停止ボタンを巧してください。■停止ボ 
タンを押した時点までに登録したプリセット 
番号は保持されます。 
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スキヤン感度を切 0 換える 



プ U セツト時のスキャン感度を設定でをます。 

1 FM ラジオ受信中にメニューボタンを 
巧して、メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


コント□ールボタンの ▲ または▼を 
押して、「スキャン感度」を選び、(再 
生）/決定ボタンを押す。 

I 録音 トド 1 

才ートブリセット 
DX/LOCAL 


|[^青出力選が 」I 

コント□ールボタンの ▲ または▼を 
押して、「高 (SCAN H )」 または唯 
(SCAN L )」 を選び、 ► (再生）/決定 
ボタンを押す。 

I スキャン感度 I 


断 SCAN U 


お買い上げ時は、「高 (SCAN H )」 設定に 
なつています。 


I ■停止ボタンを押して、メニューモー 
ドを終了する。 
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FM ラジオ放送を手動でプ iJ セツト登録する 



FM ラジオ放送局を最大30件までメモ U —に 
プ U セツト登録することびでをます。 


1プ U セット登録したい放送局を選局す 
る。 

選局した放送局びプ U セツト登録されて 
いない場合、 rp --」 び表おされます。この 
場合、新たにプ U セツト登録することび 
でをます。 

2 ►-( 再生）/決定ボタンを押す。 

プ I 」セツト番号と周波数、および「登録し 
ますか？」び表示されます。 
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プリセツト登録されている放送局か6選局する 



1 停止中にメニューボタンを巧して、メ 
ニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

2 コント□ールボタンの▲または▼を 
巧して、 「 FM ラジオ」を選び、 ► (再生) 
/決定ボタンを押す。 


FM ラジオ モー ドに入ります。 


アラーム 
保護 
用件移動 
フオルダ巧消去 


FM ラジオ 


〇 

丘パ P 08 > 

90-0 mhz 
-9 h 59 m 


3 コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、プ U セツト選局を選ぶ。 


4 お好みの放送局のプ1」セット番号び表 
示されるまで、コント□ールボタンの 
I ◄ィ（早戻し）または(早送り）を 
繰り返し押して選局する。 

コント□-ルボタンの W (早戻し）ま 
たは W (早送り）を長押しすると、プ U 
セツト番号び早く変わります。 


5 FM ラジオを止めるには■停止ボタン 
を巧す。 


が邸八 
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プリ七ット登録を消去する 



1 メニ：！ーボタンを巧して、メニュー 
モードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して、 「 FM ラジオ」を選び、 ► 属生) 
/決定ボタンを巧す。 

FM ラジオモードに入ります。 



3 消ましたい放送局のプ U セット番号び 
表示されるまで、コント□ールボタン 
の W ィ（早戻し）または(早送り） 
を繰り返し押して選局する。 

4 ► (再生）/決定ボタンを巧す。 

プリセツト番号と周波数、および「消去し 
ますか？」び表示されます。 
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コント□ールボタンの ▲ または▼を 
巧して、读衍を選び、►煩生）/ 
決定ボタンを押す。 

プ U セツト番号び rp --」 へ変わります。 


P08 90.0 MHz 

消去しまずか？ 


齒子 


キャンセル 



メ ニユー にごいて 


ゾニューのほいかた 



1メニューボタンを押して、メニュー 
モードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


晦音モード 


マイク感度 

LCF(LowCut) 

VOR 

ノイスカット 


2コント□—ルボタンの▲または▼を 
巧して、設定したい項目を選び、►(再 
生）/決定ボタンを押す。 


録音モード 


巨イク感度 


LCF(Low Cut) 
VOR 

ノイスカット 


3コント□—ルボタンの▲または▼を 
押して、設定し、 ►-( 再生）/決定ボ 
タンを巧ず。 


7イク感度 


高感度 , •III 



口述, 


4 ■停止ボタンを巧して、メニューモー 
ドを終了する。 

Q ごま意 

約1分間なにをしないと、メニューモードび自動 
的に解除され、通常の画面に戻ります。 
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1 つ前の画面に戻るには 

メニュー操作中にコント□ールボタンの 
W (早戻し）を巧します。 

メニューモードを中止ずるには 

■停止ボタンまたはメニューボタンを押し 
ます。 


メニュ—覧 


メニュー 

設定項目 

動作 モード 
(〇 :設定可能/ 

- :設定不可） 


停止中 

再を中 

録音中 

FM 

受信中 

FM 
録音中 

録音モ…ド 

ST 、 STSP 、 STLP 、 SP、LP 

〇 

- 

- 

〇 

- 

マイク感度 

高感度 ク ill 、 を謡ク ,1、 □述ク ■ 

〇 

- 

〇 

- 

- 

l_CF (Low Cut ) 

オン、オフ 

〇 

- 

〇 

- 

- 

VOR 

オン、オフ 

〇 

- 

〇 

- 

- 

ノイズカット 

オン、オフ 

〇 

〇 

- 

- 

- 

エフェクト 

ポッス□ック、ジャズ、ベースし 
ベース2、カスタム、オフ 

〇 

〇 

■ 

■ 

■ 

イージーサーチ 

オン、オフ 

〇 

〇 

- 

- 

- 

再生モード 

1、巳、 ALL 、 与:1、与; b 、 与^ ALL 

〇 

〇 

- 

- 

- 

表示切 D 換え 

経過時間、残り時間、録音曰付、 

録音時刻 

〇 

〇 

〇 

■ 

〇 

アラーム 

新規、アラーム ー覧 J f 夕ーン設定 

〇 

- 

- 

- 

- 

イ呆護 

実行、キャンセル 

〇 

- 

- 

- 

- 

用件移動 

移動先フォルダ 

〇 

〇 

- 

- 

- 

フォルダ内消去 

実行、キャンセル 

〇 

- 

- 

- 

- 

FM ラジオ* 


〇 

- 

- 

- 

- 

才 ートプ U セット* 

実行、キャンセル 

- 

- 

- 

〇 

- 

DX / LOCAL * 

DX、LOCAL 

- 

- 

- 

〇 

〇 

スキヤン感度* 

高巧 CAN H )、 低 (SCAN L ) 

- 

- 

- 

〇 

- 

音声出力逞お* 

イヤーレシ ー J (一、スピーカー 

- 

- 

- 

〇 

〇 


* に D - UX 300 F / UX 40 OF のみ 
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メニュー 

設定項目 

動作 モード 
(〇 :設定可能/ 

- :設定不可） 


停止 中 再を 中 

録音"^受 Ffl* 中 

FM 
録音 中 

詳細メニュー 


〇 - 

- - 

- 

時計設定 

V m d : 

〇 - 

- - 

- 

時刻表 お 形式 

12 時間、 24 時間 

〇 - 

- - 

- 

操作音 

オン、オフ 

〇 - 

- - 

- 

LED 

オン、オフ 

〇 - 

- - 

- 

バックライト 

オン、オフ 

〇 - 

- 

- 

USB 充電 

オン、オフ 

〇 - 

- 

- 

才ートバワーオフ 

5 分' 10 分、 30 分、目 0 分 

〇 - 

- 

- 

外部入力選択 

M に IN、Audio IN 

〇 - 

- - 

- 

シンク□録音 

オン、オフ 

〇 - 

- - 

- 

フオー マット 

実行、キャンセル 

〇 - 

- - 

- 


y 

II 

M 

I 

n 

0 

若 
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メ ニュー 

設定項目 （# :初期設定） 

参照 

ぺージ 

録音モード 

音質などを設定します。 

ST :ステレオ高音質モード 

STSP :ステレオ標準モード 

STLP :ステレオ長時間モード 

SP : モノラル標準モード 

LP : モノラル長時間モード 

26 

マイク 感度 

マイクの感度を設定します。 

高感度ク,||:広い会議室での録音など、遠くの音やかさい音を録音 
ずるとさに使用します。 

会議ク, r :を議室での録音やインタビューなど、通萬の会話やむ 
ち合わせの音声を録音ずるときに使用します。 

□述ク，；□述録音など、マイクを□元に近づけて録音したり、近 
くの音や大さい音を録音ずるとをに使用します。 

27 

LCF ( LowCut ) 

に F (LowCut Filter ) 機能を設定して、ほい周波数の音をカッ ト し、 

プ n ジェクターなどのノイズや風切り音を軽減ずることで音声をよ 
りク U アに録音できます。 

オン： LCF 機能を設定します。 

オフ*: LCF 機能を解除します。 

2马 

VOR 

VOR (Voice Operated Recording ) 機能を設定します。 

オン：ある大きさな上の音をマイクび拾ラと自動的に録音び始ま 

0、音びかさくなると録音を一時停止します。♦録音/一時 
停止ボタンを巧して、録音を始めると V 0 R 機能び働さます。 
オフ*: V 0 R 機能は働さません。 

30 

ノイズカット 

ノイズカットを設定します。 

オン：音声帯域には影響の出ないほ域と広域の雑音を低減して音 
声をより聞さやすくします。 

オフ*: ノイズカット機能は働さません。 

43 
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メニュ ー 


設定項目ド：初期設定) 


参照 

ぺージ 

エフェクト 再生する音楽によって適した効果を設定します。 44 

ポップ：中域を強調したヴォーカルなどに適した音質になります。 
n ック：低域と高域を最ち強調した迫力のある音質になります。 

ジャズ：高域を強調した張りのある音質になります。 

ベース1:低音び強調されます。 

ベース2 :低音び更に強調されます。 

カスタム： 5バンドのサウンドレベルを自由に設定できます。 

オフ*: エフェクト機能は働きません。 

Q ご注意 

内蔵スピーカーで再生しているとき、 FM ラジオ受信中、ノイズカッ 
卜機能びオンになっているときには、エフェクト機能は働きません。 

イージーサーチ イージーサーチを 設定し ます。 3弓 

オン：再生中、コント n —ルボタンの W (早送り）を巧すと、約10 
秒進ゆ、 M ィ（早戻し）を巧すと、約3秒戻ります。会議録音 
などで、聞さたいところをすばや < 探すのに便利です。 

オフ*:イージーサーチ機能び働きません。コント n —ルボタンの 
►W (早送り）または W (早戻し）を巧すと、用件を早送り/ 
_早戻しします。_ 

再生モード 再生モードを設定します。 42 

1: ] 件巧件を再生する。 

亡!*: フォルダ内の用件を連続再生する。 

ALL : 全用件を連続再生する 

Ci ： 1:1件巧件を U ピート再生する。 

毎 亡]; フォルダ内の用件を U ピート再生ずる。 

CS ： ALL ： 全用件を U ピート再生する。 


yNMIlnusT 
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メニュー 

設定項目 （# :初期設定） 

参照 

ぺージ 

表示切0換え 

表示モードを設定します。 

経過時間*:1用件の経過時間 
残り時間：停止/再生中は、1巧件の残り時間 
録音中は、録音可能時間 
録音曰付：録音した曰付 
録音時刻：録音した時刻 


アラーム 

アラーム再をを設定します。 

新規*: アラームを設定します。 r 新規」を選んだ媛で、再生を 

始める曰時や、曜曰または毎曰再生をする場合の時 
刻を設定します。 

アラームー覧：既に設定してある曰付、時刻を表示します。 

変更：選んだ日付、時刻を蜜要します。 

辭除：選んだ日付、時刻の設定を解除します。 

パターン設定：アラーム設定されているずべての用件のアラーム鳴 
動パターンを設定します。 

ビープ&再生*:ビーフ音の後に選んだ巧件を再生 
します。 

ビープ： ビーフ音のみを鳴らします。 

再生： 選んだ用件のみを再をします。 

46 

な 護 

用件を保震して、消去や分割、移動びできないようにします。 

実行： 用件を保護します。既に保護されている用件を選ん 

で実した場合は、保震を解除します。 

キャンセル*:な護あるいは保護解除を実行しません。 


用件移動 

選んだ用件を選んだフォルダに移動します。 

移動する前に、移動したい用件を選んでから、メニューモードにして 
ください。 

51 

フォルダ内消去 

選んだフォルダの中身をすべて消去します。 

消去する前に、亡!ボタンを押して消去したいフォルダに切り換えて 
から、メニューモードにしてください。 r 実行」を選ぶと消去されます。 

50 
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メニュ ー 


参照 

ぺージ 


設定項目ド：初期設定) 


FM ラジオ' FM ラジオモードに入ります。 54 

オートプリセット >> 受 f 言可能な周波数を自動的にスキャンします。放送局はメモ U —に 58 

登録されます。 

実行： オートプ IJ セットを実行します。 

キャンセル*:オートプ IJ セットを実行しません。 

DX / LOCAL ** FM ラジオ受信中に受信感度を設定します。 56 

DX * : 通常はこち5を選択してください。 

LOCAL :放送局の送信アンテナ周辺の強電界による混信/つぶれな 
どびあるとをは、こち5を選択して < ださし、。 

スキャン感度** プ1」セット登録時のスキャン感度を設定します。 5弓 

高 (SCAN Hr :スキャン感度を高くします。 

_ IgCSCAN L ) : _スキャン感度をほくします。_ 

音声出力選択 >> FM ラジオ受信中あるいは FM ラジオ録音中に、音声の出力先をスピー 55 

カーあるいはイヤーレシーバーへ切り換えることびでさます。 

イヤーレシーバー*:音声はイヤーレシーバーから出力されます。 
スピーカー： 音声はスピーカーか5出力されます。 

詳細メニュ ー 

時計設定 r 年」 r 月」旧」 r 時」「分」をそれぞれ設定して時計を合わせます。 じ 


時刻表示お式 時刻表示あ式を設定します。 

12時間：]2 :日日 AM 二真夜中、12 : OOPM 二正午 
24時間*: 0 : 00二真夜中、12 : 00二正午 

操作音 確認音を設定します。 

オン*:操作時の受け付け確認音およびエラー時の操作音び鳴ります。 
オフ：操作時の受け付け確認音やエラー音び鳴0ません。 

Q ご注意 

「オフ」に設定していてをアラームは鳴ります。 


-XM レ — fnusd 


** に D - UX 300 F / UX 40 OF のみ 
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メ ニュー 

設定項目 （# :初期設定） 

参照 

ぺージ 

詳細メニュー(つづき） 

LED 

録/再ランプの点灯、消打を設定します。 

オン*:動作中は録/再ランプび点打または点滅します。 

オフ：動作中ち録/再ランプは点打/点滅しません。 



Q ご注意 

パソコンに接続しているときは、 r オフ」に設定していても緑/再ラン 
プは点打/点滅します。 


パックライト 

バックライトの点灯、消打を設定します。 

オン> :操作をするとバックライトび約10秒間点打します。 

オフ：バックライトび点打しません。 


USB 巧電 

USB 接続中の充電のオン/オフを設定します。 

オン*:充電式電池を充電します。 

オフ：充電機能は働さません。 

9 


H ご注意 

別売の USB AC アダプターを使って充電ずるとさは、この設定は関係 
ありません。 


オートパワーオフ 

操作されないまま設定した時間びたつと、自動的に電源び切れます。 

5分：約5分媛に電源び切れます。 

10分*:約10分後に電源び切れます。 

30分：約30分後に電源び切れます。 

60分：約自〇分後に電源び切れます。 


外部入力還択 

マイクジャックから録音ずる外部入力を選択します。 

M に IN * :外部マイクをつないだとさに選びます。 

Audio IN :オーディオケーブルなど、外部マイク政外のわのをつな 
いだとさに選びます。 

34. 35 
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メニュー 

設定項目 (* :初期設定） J ' B ’ h ジ 

詳細メニュー(つづき） 

シンク□録音 

2秒政上無音の部分び続いた場合、録音は一時停止状態になり、次に音 35 

を感知したところから新しい用件として録音します。 

オン：シンク n 録音機能を設定します。 

オフ*:シンク n 録音機能を解除します。 

フォーマット 

ドライブの初期化を設定します。 一 

実行： 「フオーマツト中...」び表示され、初期化します。 

キャンセル*:初期化しません。 


Q ご注意 

• フオーマツトは必ず本機で巧ってください。 

• フオーマツトをすると本機に保巧したすべてのデータび消去され 
ます。一度消去した内容はもとに戻すことはできません。ご注意 
<ださい。 


y 

II 

M 

I 

n 

0 

若 
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パソコンを巧巧ずる 


パソコンにつないでほラ 

本機とパソコンを接続すると、パソコン側で 
本機を認識することびでを、巧件のやり取り 
び行えます。 

用件を本機か5パソコンにコピーして 
保存する (77 ページ） 

本機にある用件やフオルダをパソコンにコ 
ピーして保をすることびでをます。 

音楽ファイルをパソコンか5本機にコ 
ピーして再生ずる （78 ページ） 

USB ケーブルで本機をパソコンに接続して、 
パソコンに保存してある MP 3/ WMA / 

AAC - にのファイルをドラッグアンドド□ッ 
プ操作でコピーして再生することびでをます。 

USB メモリーとして使ラーデータス 
トレージ機能 (81 ページ） 

パソコンに保存されている画像やテキスト 
ファイルなどを一時的に保存することびでき 
ます。 

パソコンに必要なシステム構成 

r 必要なシステム構成」 （86 ページ)をご覧く 
ださい。 


本機をパソコンに接続ずる 



パソコンの USB ポートへ 


1 本磯のスライド式 USB 端子用つまみを 
スライドし、起動しているパソコンの 
USB ポートに接続する。 

2 正し<認識されているかを確認する。 
Windows では、「マイコンピュータ」また 
は!■コンピュータ」を開き、「に RECORDER 」 
び新しく認識されているかを確認してく 
ださい。 

Macintosh では、デスクトップに「に 
RECORDER 」 という名前のドライプび表 
示されているかを確認してください。 
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接続するとパソコン側で本機を認識すること 
びで去、用件のやり取りび行えます。 

接続している間は本機の表示窓に r 接続中」の 
表示び出ています。 

本機びパソコンの USB ポートに直接接続でき 
ない場合は、付属の USB 接続補助ケープルを 
お使いください。 



〇ごま意 

• 1台のパソコンに2台凶上の USB 機器を接続し 
た場合の動作保証はいたしかねます。 

• 付属の USB 接続補助ケープル政外の US 目 A ブ、 
または USB 延長ケースレをご使巧の場合の動 
作保証はいたしかねます。 

• 同時にお使いになる US 目機器によっては、正常 
に動作しないことびあ0ます。 

• パソコン接続時は必ず電池を挿入してか5お 
使いください。 

• パソコンとは必要なとさだけ接続することを 
おすすめします。パソコンを使って操作しな 
いとさは、本機ははずしておいて < ださい。 


フォルタとファイルの構巧 

本機をパソコンに接続ずると、フォルダや 
ファイルの構成をパソコンの画面で見ること 
びでをます。 



、つ 7 UV がが巧叫か 
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パソコンの画面で見ると図のよラに表示され 

ます。 

フォルダの違いは、本機の表示窓に表示され 

るフォルダ表示で区別でをます。 

亡!： 本機で録音した用件び入るフォルダ(お 
買い上げ時に作成されています。） 

り： パソコンから転送したフォルダ(パソコ 
ンから転送したとさに表示されます。） 

〇ごま意 

本機で録音可能なフォルダは最大10フォルダ 
(FOLDER01 〜 FOLDER10) です。 

>1音楽ファイルび保をされたフォルダ名は本磯 
でち同じフォルダ名として表示されます。管 
理しやすいフォルダ名にしておくと便利です。 
(図は、フォルダ名妳の例です。） 

音楽ファイルを認識できるのは、本機にコ 
ピーしたフォルダの8階層目までとなります。 
音楽ファイルを単独でコピーずると r 未分類」 
のフォルダとして扱われます。 

を ヒント 

• パソコンでフォルダ名、タイトル名、アーティ 
スト名、ファイル名を変更することびでさます。 

• 本機では、音楽ファイルに登録されているタイ 
トル名やアーティスト名などの情報を表示す 
ることびできますので、音楽ファイルを作成す 
るソフトやパソコンで'障報を入力しておくと 
便利です。 

• 音楽ファイルを再生中にコント□ールボタン 
の ▲ または ▼ を巧ずと情報び切り換え5れま 
す (22 ページ)。 


Q ご注意 

• システム制約によりソコンで「に 
RECORDER」 を開いてすぐの場所(ルートディ 
レクト1」）には511個 (V0 に E フォルダを除く） 
切上のフォルダまたはファイルを転送ずるこ 
とはできません（に D-UX200 のみ)。 

• タイトル名またはアーティスト名び登録され 
ていない場合は、 「Unknown」 と表示されます< 
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用件を本機か 6 パソコンにコピーしてな巧する 



本機にある用件やフオルダをパソコンにコ 
ピーして保をすることびでをます。 


1 本機をパソコンに接続する （74 ペー 
ジ)。 


2 保存したい用件やフオルダをパソコン 
にコピーず る。 

「に RECORDER 」 に入っている庙件やフオ 
ルダをパソコンの□一カルディスクにド 
ラッグアンドド□ップします。 


ぐ巧件やフオルダをコピーする 
(ドラッグアンドド□ップ） 



①コピーしたいフオルダをク U ックしたまま、 
⑤な存巧まで移動（ドラツグ）して、 

⑤はなす（ド□ップ） 


3 本機をパソコンから取りはずす (82 
ぺージ)。 


CD を作成したい場合は、市販の、あるいは 
お使いのパソコンに標準インス1-ールさ 
れているライティングソフト、またはメ 
ディアプレーヤーをお使いください。 
ライティングソフトやディアプレー 
ヤーの操作方法は、その製品付属の取扱説 
明書をご覧いただくか、ライティングソフ 
卜やメディアプレーヤーの メーカーまで 
お問い合わせください。 


y つ yuv がが巧叫か 
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音楽ファイルをパソコンか5本！にコピーして巧ちする 



パソコンにある音楽(語学）ファイル ( MP 3/ 
WMA / AAC -1_ C ) を本機にコピーして再生す 
ることびでをます。 

お使いのパソコンにインス I -ールされている 
プレーヤーソフトなどで MP 3/ WMA / 
AAC - LC ファイルを作成することびできます。 

* 本機で再生可能なファイル形式については、 
r 主な仕様」巧自ページ)をご覧ください。 

パソコンにある音楽ファイルを本 
機にドラッグアンドド□ップして 
コピー ずる 

1 本機をパソコンに接続する （74 ペー 
ジ)。 


2 パソコン内の音楽ファイルび入ってい 
るフオルダを本機にコピーする。 


Windows では Explorer を使って、 
Macintosh では Finder を使って、音楽 
ファイルび入っているフオルダを「に 
RECORDER 」 にドラッグアンドド□ップ 
します。 

本機では最大500個のフオルダまで認識 
できます。 H 固のフオルダには最大弓9弓件 
のファイルを、またフオルダ全体では最 
大5,000件のファイルまで入れることび 
でをます。 

3 本磯をパソコンか5取りはずす (82 
ぺージ)。 


4 己（フオルダ)ボタンを巧す。 


5 コント□—ルボタンの▲または▼を 
巧して、音楽ファイルを入れたフオル 
ダ(己)を選び、コントローラレボタンの 
(早送り）を巧す。 


6 コント□—ルボタンの▲または▼を 
巧して再生したい音楽ファイルを選 
ぶ。 


78 




7 ►-( 再生）/決定ボタンを押して再生 
を始める。 

8再をを止めるには ■ 停止ボタンを巧 
す。 


パソコンにある音楽ファイルを本機に転 
送して再生する場合の最大再生時間(曲 
数^は下記のよラになります。 



48 kbps 

128 kbps 

256 kbps 

ICD - 

8 弓時間 

巧時間 

16 時間 

UX200 

1日分 

25 分 

40 分 


(1, 巧 8 曲） 

(501 巧） 

(2 日〇邮 

に D - 

178 時間 

67 時間 

33 時間 

UX300F 

40 分 

り, 005 曲） 

25 分 


じ, 680 邮 


(501®) 

に D - 

357 時間 

134 時間 

67 時間 

UX400F 

3 日分 

5 分 

(1,005 瞄 


(5,363¢) 

(2,011 巧） 



1曲4分の MP 3 ファイルを転送した場合 


n ごま意 

パソコンを使って、本機に転送した音楽ファイル 
は、システムの勒約により転送順にな5ないこと 
びあります。パソコンにある音楽ファイルを1 
ファイルずつ本機に〕ピーすると、表示、再生の 
順まを転送順に合わせることびでさます。 


音楽再生時の画面表/下について 

コントロールボタンの ▲ または ▼ を押して 
再生中の音楽フアイルの情報を確認すること 
びでをます。 

f む MUSIC ] こ 

0h00m09s 

^^9 -9h 59m 

005 / 006 —回 

亡！：フォルダ名を表示 
づ：タイトル名を表示 
^ :アーティスト名を表示 
D :ファイル名を表示 


ぐヒント 

パソコンでフオルダ名、タイトル名、アーティス 
卜名、フアイ J レ名を変更することびでさます。 


、つ 7 UV が前巧叫か 
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音楽再ををよ 0 楽しむために 

再生方法を変える(再生モード） 

メニューで用途に応じた再生モード （1 件用 
件再生、フォルダ内の用件連続再生、全用件連 
続再生、1件巧件 U ピート再生、フォルダ巧の 
用件 IJ ピート再生、全用件 I 」ピート再生） 

を選ぶことびできます。詳しくは42ページ 
をご覧 < ださい。 

再生速度を調節ずる 

再生速度を+100%か5 — 50%の間で調節で 
きます。ただし、音楽ファイルび WMA / 
AAC - LC の場合は、再生速度は〇〇/〇か日-50% 
の間でしび調節でさません。詳し<は40ペー 
ジをご覧ください。 

音質を切り曾える 

メニューで再生する音楽によってノイズを 
カットしたり、適した効果(ポップス、□ック、 
ジャズ、ベース、カスタム）を設定します。詳 
しくは43ページおよび44ページをご覧くだ 
さい。 

蒂望の時刻に再生を始める ー アラーム 
再生 

あらかじめ設定した時刻に音楽ファイルを再 
生できます。詳しくは46ページをご覧くだ 
さい。 
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USB メモ y— として利用ずる ー データストレージ機能 

本機とパソコンを USB 経由で接続すると、パ 
ソコン上にある本機で録音したファイル切が 
の画像やテキストなどのファイルを本機に一 
時なをでをます。 

USB メモ U - として使うためには、一定の条 
件を満たしたシステム構成の J ':ソコンび必要 
です。 

0 S の条件については、「必要なシステム構成」 

(86 ページ)をご覧ください。 


y つ VU :/ がが巧叫か 
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本機をパソコンか6取りはずす 


必ず下記の手順で取りはずしてください。こ 
の手順で行わないと、データび破損するおそ 
れびあります。 

1 録/再ランプび消えていることを確認 
する。 


3 本機をパソコンの USB ポートか6はず 
し、本機の USB つまみを矢印の方向に 
スライドして USB 端子を収納する。 


2 パソコンで下記の操作を行ラ。 
Windows の場合： 

パソコンのデスクトップ下部で、 ■ UTF の 
アイコンを左ク U ックしてください。 

ゎ 

^[り56大容量記憶装置を安全に取りが 
します]を左ク U ックしてください。 
アイコンの表示は日 S の^重類によって異な 
る場合びあります。 

Macintosh の場合： 

デスクトップの nCREC 日 RDER 」 のアイ 
コンをドラッグして、「二 fS 箱」アイコン 
の上にド□ップしてください。 
パソコンから取りはずす方法について詳 
しくは、お使いのノ くソコンの取扳説明書 
をご覧ください。 
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その他 


USB AC アダプター側売）につないでほう 


本機 USB 端モ 



USB AC アダプター（別売) 


USB AC アダプター(別売)を使って、本機と 
家庭巧電源(コンセント)をつないで充電式電 
池を充電でをます。充電をしなびら本機を使 
用ずることびでをるため、長時間録音をする 
場合などに便利です。 

はじめてお使いになる場合や、しばらくお使 
いにならなかった場合は、電池マークび 
r 曲田]になるまで連続して充電してください。 
電池を使いをった状態から約3時間30分で充 
電び完了します。* 

1 別売の USB AC アダプターをコンセン 
卜につなぐ。 


2 本磯のスライド式 USB 端子用つまみを 
スライドし、 USBAC アダプターにつ 
なぐ。 

充電中は、電池マークびアニメーション 
表示されます。 

充電しなびら本機を使ラことびでをます。 


じ IFOLDER 01 こ 

OhOOmOQs 

-9fi59m 

05 / 06 む .。 (^1 


室温で電池巧量び無い状態から電池を充電し 
たとさの目安です。電池の残量や電池の状態 
などによ0、上記の充電時間と異なる場合びあ 
ります。また、充電式電池の温度び低い場合や、 
データを本機に転送中なども充電時間は長く 
なります。 


け J 
0 
音 
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本機を取 0 はずず 

必ず下記の手順で取りはずしてください。こ 
の手順で行わないと、本機にデータび入って 
いる場合に、データび破損して再生でさなく 
なるおそれびあ0ます。 

1 録音や再生などの動作中の場合、■停 
止ボタンを巧して動作を停止する。 


2 録/再ランプび消えていることを確認 
する。 


3 本機を USB AC アダプターか5取りは 
ずし 、 USB AC アダプターをコンセン 
卜から损く。 

n ごま意 

• 録音中健 f / 再ランプびホに点丹、点滅)やアク 
セス中(緑/再ランプびオレンジに点滅)はコ 
ンセントにつないだ状態の USB AC アダプター 
から本機を抜き挿ししたり、本機を接続した 
USB AC アダプターをコンセントから振き挿し 
したりしないで<ださい。データび破損する 
おそれびあります。また、用件数びをいと、起 
動画面び長時間表示されることびありますび、 
故障ではありません。表示び消えるまでお待 
ちください。 

• US 目 AC アダプター（別売)使用時は、電池残量 
表示は表示されません。 
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ほ用上のごミち意 

ご使用場所について 

運転中のご使用は危険ですのでおやめ<ださ 
い。 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしな 
いで<ださい。故障の原因になります。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

-温度び非常に高いところ (6 日む ULL )。 

-直射曰光のあたる場所や暖房器具の近<。 
-窓を閉めをった自動車内(特に夏期)。 

-風呂場など湿気の多いところ。 

-ほこりのをいところ。 

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い 
上げ店またはソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 

• 水びかからないよラご注意ください。本機 
は防水仕様ではありません。特にしツ下の場 
合ご注意ください。 

-洗面所などで本機をポケットに入れての 
使巧。 

身体をかびめたときなどに、落として水 
濡れの原因になる場合びあります。 

-雨や雪、湿度のをい場所での使用。 

-汗をかく状況での使巧。 

濡れた手で軸ったり、汗をかいた巧服の 
ポケットに本機を入れると、水;'!れの原 
因になることびあ0ます。 


• 空気び乾燥する時期にへッドホンを使用す 
ると、耳にピ U ピ U と痛みを感じることび 
ありますび、へッドホンの故障ではなく、人 
体に蓄積された静電気によるちのです。静 
電気の発生しにくい天然素材の衣服を身に 
着けていただくことにより、軽減されます。 

ノイズについて 

• 録音中や再生中に本機を電巧線、堂光灯、携 
帯電話などに近づけすざると、ノイズび入 
ることびありまず。 

• 録音中に本機に手などび当たったり、こ 
すったりすると、雑音び録音されることび 
あります。 

お手入れ 

本体表面び巧れたとをは、ホ:気を含ませた柔 

らかい巧で軽 < ふいたあと、からぶさします。ホ 

シンナーやベンジン、アルコール類は表面の g 

仕上げを傷めますので使わないで<ださい。 ^ 
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をな仕様 

必要なシステム構が 

0 S 

• Windows Vista ® Ultimate Service Packi 

し乂降 

• Windows Vista ® Business Service Packi 
切降 

• Windows Vista ® Home Premium 
Service Packi 降 

• Windows Vista ® Home Basic Service 
Packi 切降 

• Windows ® XP Media Center Edition 
2005 Service Pacl <3 料降 

• Windows ® XP Media Center Edition 
2004 Service Pacl <3 切降 

• Windows ® XP Professional Serv に e 
Pacl <3 切降 

• Windows ® XP Home Edition Service 
Pack 3 切降 

• Windows ® 2000 Professional Service 
Pack 4 し乂降 

• Mac OS X ( v 10.2.8- v 10.5) 

. 標準インストール(日本語版のみ） 


H ご注意 

• 左記が外の OS は動作な証いたしません。 
( Windows ® 弓 8 /Linux など） 

• Windows ® XP については、目4 bit 版の OS は 
動作保証いたしません。 

• 最新の対応 OS については、にレコーダーカス 
タマーヴポー ト ページ 
http :// www . sony . co . jp / ic - rec-support 
をご覧ください。 

1 U 下の性能を満たした Windows コン 
ピューターまたは Macintosh 

• ヴウンドボード：各日 S に対応したちの 

• USB ポート 

Q ご注意 

推契環境すベてのバソコンについて動作を保証 
ずるちのではありません。また、自作バソコンな 
どへお客様自身びインストールしたちのや、 

NEC PC -98 シ1」ースとその互換磯、アッフグレー 
ドしたもの、マルチブート環境、マルチモニタ環 
境での動作保証はいたしません。 

Windows ® 2000 Professional をお使 
いの場合 

本機に収録されているファイル 
「 SonyRecorde し Driver . exe 」 を使ってドラ 
イパをインス i -ールしてください。 
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本機の仕様 


容量(ユーザー使用可能領域） 

に D - UX 200 : 

2 GB (約 1.79 GB = 1夕28ぶ22,784 Byte ) 

に D - UX 300 F : 

4 GB (約 3.59 GB = 3,860,922,368 Byte ) 

に D - UX 400 F : 

8 GB (約 7.1 弓 G 目二7,725,416,448 Byte ) 

メモリー容量の一部をデータ管理領域として使 
用しています。 

周波数範囲 

ST ：40 Hz 〜20,000 Hz 
STSP : 40 Hz 〜15,000 Hz 
STLP : 60 Hz 〜 7,500 Hz 
SP : 60 Hz 〜10,000 Hz 
LP : 60 Hz 〜3,40 0 Hz 

MP 3 巧応ビッ トレー ト、サンプリング周液数* 1 
ビットレート： 32 kbps 〜320 kbps 、 

可変ビッ ト レート ( VBR ) 対応 
サンフリング周波数： 

16/22.05/24/32/44.1/48 kHz 

>1これに加えて本体の各録音モードで録音した 
MP 3 ファイルの再をにも対応しています。 
すべてのエンコーダーに対応しているねけで 
はありません。 

WMA 巧応ビットレート、サンプリング周放数" 
ビットレー ト ： 32 kbps 〜 192 kbps *?、 

可変ビッ ト レート ( VBR ) 対応 
ヴンフ U ング周波数： 44.1 kHz 


WM 冉 Ver .8 Class 2 A に準拠していますび、 
MBR (Multi Bit Rate )、 Lossless 、 
Professional 、 Voice には対応していません。 
著作権保護されたファイルは再生でさません。 
すべてのエンコーダーに対応しているわけで 
はありません。 

" NoiseSubstitution 機能には対応していない 
たゆ、ビットレート32 kbps では簡易再生と 
なります。 

AAC - に巧応ビットレ ー K サンプリング 
周巧数*4 

ビットレート：16 kbps 〜320 kbps 、 

可変ビットレート ( VBR ) 対応 
ヴンプ IJ ング周波数： 

11 .025/12/16/22.05/24/32/44.1/48 kHz 

著作権保護されたファイルは再生でさません。 
すべてのエンコーダーに巧応しているわけで 
はありません。 

FM ラジオ受信周液数 
76.日 MHz 〜 90.0 MHz 
IF 150 kHz 

FM アンテナ 

ステレオイヤー レシーバーコー ドアンテナ 
スピーカー 
直径16 mm 

入*出力端子 

が部入力(ステレオミニジャック） 

プラグインパワー対応 
最ル入カレベル： 0.9 mV 
へッ ドホン（ステレオミニジャック） 

負荷インピーダンス： 8 0-300 0 
USB 端モ 

Hiah-Speed USB 対応 
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再生スピード調節 (DPC) 本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変 

+100%〜一50% ( MP 3) 要することびありますび、ご了承ください。 

0%〜-50% ( WMA / AAC - に） 

実用最大出力 

90 mW 

電源 

DC 1.2 V 、単4お充電式ニッケルか素電池（付属） 

] 本 

DC 1. 5 V 、単4あアルカリ乾電池（別売）]本 

動作温度 

5む〜35で 

最大外お寸法 

約 36.6 mmx 98.5 mmx 14.6 mm 
(幅/高さ/奥巧き ）(」 EITA け） 

質青 

約58 g (充電式ニッケル水素電池1本含む） 

(JEITA わ） 


電子産業技術協会 CIEITA ) の測定ち法に基づ 
し、ています。 

付属品 

7ページ参照 

別売アク セサ U — 

アクティブ スピーカー SRS - M 50 

エレクトレツトコンデンサーマイク n ホン 

ECM - C 引0、 ECM - CZ 10、 ECM - DS 70 P 、 
ECM - DS 30 P 、 ECM - TL 1 
才ーディオコード RK - G 136/ G 139 
充電式ニツヶ J レ水素充電; 也 単 4形 
NH - AAA -2 BKA 

USB 充電 AC 電源アダプター AC - U 50 AD 
ニッケル水素電池専巧充電器 BCG -34 HRES 
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最大録音時間 

最大録音時間は、全フオルダ合わせて表のとお0です。 



ST モード 

STSP モード 

STLP モード 

SP モード 

LP モード 

に D - UX 200 

22時間15分 

巧時間25分 

8弓時間15分 

133時間55分 

535時間45分 

に D - UX 如 OF 

44時間40分 

67時間 

17術間40分 

光8時間5分 

1,072時間25分 

に D - UX 400 F 

8別寺間20分 

134時間5分 

3日7時間お分 

5%時間25分 

2,145時間55分 


連続録音の場合は、途中電ミ也交換び必要になります。詳しくは乾電池の持続時間 (90 ページ)をご確 
認ください。 

録音モードを混在して録音した場合、最大録音時間は任意に変化します。 


電池の持続時間 


巧電式電池の持続時間 >1(ソニー充電式ニッケル水素電池 NH - AAA を連続使用時) 



ST 

モードの 

STSP 

モ—ド*3 

STLP 

モ—ド* 4 

SP 

モ—ド*5 

LP 

モ—ド* 6 

音楽ファイル 
(128 kbps / 
44.1 kHz ) 

録音時 

約11時間 

約11時間 

3日分 

約14時間 

約12時間 

約14時間 

30分 

- 

スピーカー 
再生時# 7 

約20時間 

約20時間 

3日分 

約22時間 

約21時間 

30分 

約21時間 

約20時間 

30分 

へッ ドホン 
再生時 

約42時間 

約43時間 

3日分 

約49時間 

30分 

約50時間 

約53時間 

30分 

約43時間 

30分 

FM 歸音時 

約3時間 

3日分 

約4時間 

3日分 

約4時間 

約4時間 

約5時間 

- 


0 

音 



FM 受信：約6時間 
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乾電池の持続時間 >1 (ソニーアルカ U 乾電池 LR 03 ( SG ) を連続使用晚 



ST 

モ—ド" 

STSP 

モード*3 

STLP 

モ—ド*4 

SP 

モ—ド*5 

LP 

モ—ド* 6 

音楽ファイル 
(128 kbps / 
44.1 kHz ) 

録音時 

約11時間 

約12時間 

約 15 時間 

約12時間 

3日分 

約15時間 

- 

スピーカー 再 
生時#7 

約26時間 

3日分 

約27時間 

3日分 

約29時間 

約28時間 

3日分 

約30時間 

約27時間 

30分 

へッドホン再 
生時 

約63時間 

約67時間 

約7日時間 

30分 

約75時間 

約83時間 

約67時間 

FM 録音時 

約3時間 

3日分 

約4時間 

3日分 

約4時間 

約4時間 

約5時間 

- 


FM 受信：約7時間30分 


電池持続時間は当社試験法によるものです。使用条件によって短くなる場合びあります。 

ST モード：ステレオ高音質モード 

STSP モード：ステレオ標準モード 

STLP モード：ステレオ長時間モード 

SP モード：モノラル標準モード 

LP モード：モノラル長時間モード 

音量レベルを 15 に設定し、内蔵 スピーカーで 音楽を再生した場合。 
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巧証書とアフターヴービ 

照圧書 

• この製品には保証書び添付されていまずの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け 
取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保をしてください。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べく 
ださい。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

ソニーの相談窓□(裏表紙)、お買い上げ店、ま 
たは添付の r ソニーご柏談窓□のご案内」にあ 
るお近<のソニーサービス窓□にご相談<だ 
さい。 

保証期間中の修理は 

な罰書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは保証書をご覧ください。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていただをます。 


部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーの補修巧性能部品(製 
品の機能を維持するために必要な部品)を、製 
造打ち切り後6年間な有しています。この部 
品保有期間を修理可能な期間とさせていただ 
さます。保有期間び経過した横ち、故障箇所 
によっては修理可能の場合びありますので、 
お買い上げ店またはサービス窓□にご相談く 
ださい。 


0 

音 
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困つたとをは 


巧障かな？とおった6 

修理を依頼される前に、をラー度下記項目をチェックしてみてください。それでも解ましない場 
合、ご不明な点は、裏表紙に記載のにレコーダー•カスタマーサポートページをご覧いただくか、 
ソニーの 相談窓□(裏表紙)までお問い合わせください。 

なお、保証書とアフターサービスについては、引ページをご養照願います。 

修理に出すと、録音した巧容び消えることびあります。ご了承ください。 

こんなとをは 


症げ 

原因/処置 

電源び切れない。 

• 停止中にホールド/電源スイッチを r 電源」のち向へ2秒 iu 上スライドする 
(12 ベージ)。 

電源び入らない。 

• 電源びオフになっている。 

ーホールド/電源スイッチを「電源」のち向へ1砂け上スライドする 
(12 ぺージ)。 

電源び自動的に切れる。 

• 操作をしないまま放置していると、 r オートバワーオフ」機能が働をます。（お 
買い上げ時は、設定は10分になっています。）メニューでオートバワーオフ設 
志を変更すると、電源オフまでの時間を変更で走ます。 （72 ぺージ） 

液晶表示び消えない。 

表おび2重に見える。 

• 保護シートび付いていませんか？ 

-フイルムを剥びしてお使い<ださい。 

操作ボタンを押してち動作し 
ない。 

• 電池の通と©の向定び正し < ない(弓ページ)。 

• 電池び消耗している （11 ページ)。 

• 電源びオフになっている。 

ーホールド/電源スイッチを「電源」のち向へ1秒け上スライドする 
(12 ぺージ)。 

• ホールドびオンになっている。 

ーホールド/電源スイッチを中央位置にスライドする05ぺージ)。 
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症が 

原因/処置 

スピーカーから音び出ない。 

• 音量び絞られている （21 ぺージ)。 

• イヤーレシーバーをつないでいる （39 ページ)。 

• FM ラジオ受信中に、メニューの r 音声出力選択」び r イ巾ーレシーパー」に設定 
されている。 

一「スピーカー」に切り換える (55 ぺージ)。 

イヤーレシーバーをつないで 
いてち、スピーカーから音び 
出る。 

• 再生中にイヤーレシーバーを差し込むとき、最後まで差し込まないとスピー 
力一か6ち音び聞こえてしまラことびあ0ます。 

-し'!ったんイヤーレシーバーを振いて、最後までしっかり差し込む。 

• FM ラジオ受信中に、メニューの r 音声出力選択」び r イ巾ーレシーパー」に設定 
されている。 

一「スピーカー」に切り換える (55 ぺージ)。 

録/再ランプび点灯しない。 

• メニューの 「 LED 」 び r オフ」に設定されている。 

一「オン」に切り換える (72 ぺージ)。 

r メモ IJ 一び一杯です」び表示 
され、録音で定ない。 

• メモ U —びいっぱいになっている。 

一不票な用件を消去する (24 ぺージ)か、バソコンに保存してから、メモ U — 

の内容を消去する。 

r 巧件が一杯です」び表おさ 
れ、操作でをなレ。 

• 置んだフォルダ(己)に99件の用件び入っているか、または、全体で990件の用 
件(フォルダび10個のとさ)び入っているため、録音や用件移動びでをない。 

一不要な用件を消去ずる (24 ページ)か、バソコンにな存してから、メモリー 
の内容を消去する。 

録音び途中で止まる。 

• VOR び作動している。 VOR を使用しないときは、メニューで r オフ」にする 
(3 日ぺージ)。 

雑音び入る。 

• 録音したとさ、本機をこすってしまレ、雑音び録音された。 

• 録音中や再生中に本機を電巧線、壁光な、携帯電話などに近づけすざると、 

ノイズび入ることびあ0ます。 

• 外部マイク(別売)で録音したとき、マイクのプラグび巧れていた。 

-プラグをされいにク U — ニングする。 

• イヤーレシーバーで聞いているとさ、イヤーレシーバーのプラグび巧れている。 
ープラグをされし M こク IJ 一ニングずる。 

録音レベルび小さし、。 

• マイク感度び r □述クになっている。 

一「を議ク山または r 高感度ク■山に切り換える (27 ぺージ)。 


囲 

0 

巧 

rv 

が 

な 
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症げ 

原因/処置 

VOR 職能び働かない。 

• シンク□録音び作動しているけ日ぺージ)。 

ーシンク□録音を使巧しないときは、メニューでけスにする （73 ぺージ)。 

• FM ラジオを録音している。 FM 録音中は VOR 機能は無効となります。 

巧件を分割でさない。 

• メモ U — に一定の空さ容量びない。 

• 置んだフォルダ(亡])に99件の用件び入っている。 

一不票な巧件を消去する (24 ページ)か、バソコンに保存してか6、メモリー 
の内容を消去する。 

• シンク□録音び作動している （35 ページ)。 

ーシンク□録音を使用しないときは、^ニューで「オスにする （73 ベージ)。 

• システムの制約により、用件のはじめと終わりで用件分割でをないことびあ 
ります。 

• 本機で録音されたファイル1；^外り（ソコンなどで転送した1\/1ド3ファイルや 
WMA ファイル、 AAC-LC ファイル)は、分割、移動などはできません。 

• 頻繁に巧件を分割すると、分割びで定な < なることがあります。 

他の機器から録音するとさ、 
録音レベルび小さすざた D 大 
きすぎたりする。 

• 他の機器のへッドホン端テを使って本機と接続し、つないだ機器側で音量を 
調節して < ださい。 

再生スピードび速すぎた0遅 
すぎたりする。 

• DPC (速度調節)スイッチび r 入」になっているため、コント□ールボタンの ▲ 
または ▼ で調節した再生スピードで再生されている。 

一 DPC (速度調齡スイッチを r 切」にする (40 ぺージ)と、通常の速度で再生 
されます。または、コント□—ルボタンの ▲ または ▼ で再生スピードを調 
節して < ださい。 

時計表示びになる。 

• 時計を合わせていない （13 ベージ)。 

録音曰時表おび r -- y--m - d 」 
またはになる。 

• 時計を合わせていないときに録音した用件には、録音した日付は表示されませ 
/ v 。 

メニュー表示の]1目 が足りな 
い。 

• 再生、録音、または FM ラジオ受信中は、表示されないメニューびありまず 
(66 ぺージ)。 

電池の持続時間び短い。 

• 89ページの乾電池の持続時間は、音量レベルを15で再生した場合の目安です。 
使用条件によって短 < なる攝合びあ0ます。 
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をげ_原因/処置_ 

電池を入れたまま長い期間使 • 使巧しない場合でち、わずかでずび電池を消耗します。長い間ご使用にならな 
用しない後で、使おラとする い場合は、こまめに電源を切る （12 ページ)か、電池をはずしておくことをおす 

と電池びなくなっている。 すめします。また、オートバワーオフ設定 (72 ぺージ)時間を短くしておくと 

切0忘れでの電池の消耗を抑えることびでをます。 

充電完了禮、長い期間 US 目 AC • —度充電完了したあとは、つないだままにしていてち自動的に再充電は巧い 
アダプターにつないだままに ません 。 USB AC アダプターにつないでいる間は本機を使巧することびでを 
すると、はずしたと定に電池 ますび、はずしたあとは再充電してくださレ。 

びな < なっている。 

充電表あび表示されない。 • 充電式電池び入っていないか、充電式電地け列の電池(アルカリ電池、マンガ 

ン電池など)び入っている。 

• 充電式電池を入れる向をび正し <ない。 

• メニューで「詳細メニュー」の rusB 充電」び「オフ」になっている。パソコンに 
接続して充電する場合は、設定を r オン」にする （72 ぺージ)。 

• 内蔵スピーカーで再生中や FM ラジオ受信中は充電で定ません。 

途中で充電表をび消えてしま • ニッケル水素が外の充電式電池または充電式電池 L ゴ外の電池(アルカ IJ 電池、 
ラ。 マンガン電池など)び入っている。 

• み化した充電式電池を使用している。 

• 内蔵スピーカーで再生中や FM ラジオ受信中は充電で定ません。 

電池残量、充電表示部に • 本機の巧電可能な温度範囲列になっている。周囲温度び動作温度 (5 で〜35で） 

または CUD び点滅表 になるよラにする。 

しこい々。 

充電式電池の持続時間び短い。 • 5ごけ下の環境で懊用している。電油の特性によるをので故障ではありません。 

• しばらく使巧してレなかった。何回か充電、放電(本磯に入れて使用する）を繰 
0返す。 

• 充電式電池の交換び必要です。新しい充電式電池と交換する。 

• 短時間で電池残量表示び点巧しますびフル充電になっていません。電池残量 
び無い巧態からフル充電までは約3時間30分かか0ます。 

変更したメニュー設定び反映 • 設定変更直後に電池び抜かれた場合、本機のメニュー旨ミ定び反映されないこ 
されていない。 とびあ0ます。 


囲が好 
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症が 

原因/処置 

パソコンで充電でさない。 

• 起動しないバソコンに接続してち充電でさません。 

• バソコンび起動していてち、休止状態(スタンバイ、ス IJ — プ)のとをは充電で 
をません。 

• メニューで r 詳細メニュー」の rusB 充電」び r オフ」になっている。 

-パソコンに接続して巧電する場合は、設定を r オン」にする。 

• バソコンから本機をはずし、再度接続してください。 

• 本機び対応しているシステム構成 (8 日ぺージ) L ソ外では、動作保証はいたしか 
ねます。 

• FM ラジオ受信中は充電でをません。 

FM ラジオ受信中、音声び小さ 
いまたは音質びよ < ない。 

• 電池び消耗している。 

一新しい電池に交換してください (9 ぺージ)。 

• テレビから請してお使いください。 

テレビの画像び乱れる。 

• 室内アンテナを使巧しているテレビの近くで FM ラジオを受信している場合 
は、テレビから離れてくださレ。 

FM ラジオの放送局を受信で 
をなレ、雑音が聞こえる。 

• ステレオイヤーレシーバーをつないでいない。付属のステレオイヤーレシー 
バーび FM アンテナの役割をします。 

• ステレオイヤーレシーバーを打（へッドホン)ジャックにつなぞ、コードをの 
ばしてください。 

• メニューで 「 DX / LOCAU び 「 LOCAL 」 になっている。設定を 「 DX 」 にする 
(71 ぺージ)。 

FM ラジオ放送びプ IJ セット 
登録でさない。 

• FM ラジオ放ち局び30件登録されている。 

ープ IJ セット登録を削除ずる (62 ページ)。 

• メニューで「スキャン感度」び「ほ (SCAN L )」 になっている。設定を「高 (SCAN 
H }」 にする（日弓べージ)。 

起動に時間びかかる。 

• 巧件数びをいと、起動ずるのに時間びかかることびありますび、故障ではあ0 
ません。停止画面になるまでお待ち<ださい。 

正常に動作しない。 

• 電池を取り出して、ちラー度入れ直ず。 

本機び動作しない。 

• バソコンで初期化（フォーマット）している。 

一本機で初期化を行ってください (73 ぺージ)。 
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症げ 

原因/処置 

バソコンで認識しない。 

バソコンか6フオルダ、ファ 
イルび転送でをない。 

• バソコンから本機をはずし、再度接続してください。 

• 付属の USB 接続補助ケーブルが外の USB 八ブ、または USB 延長ケープルをご使 
用の場合は、本機を直接、または付属の USB 接続巧助ケーブルを使って接続し 
てください。 

• 本機び対応しているシステム構成 (86 ぺージ)政外では、動作お証はいたしか 
ねまず。 

• お使いのバソコンの USB ポートの位置によっては、詔，識で定ないことびありま 
す。別の USB ポー H こ接続して<ださい。 

転送したファイルび再生でを 
ない。 

• 転送したファイルび本機で再生可能なファイル形式 (MP3/WMA/AAC-LC) と 
異なる。 

バソコンび起動しない。 

• 本機をバソコンに接続したまま 、A° ソコンを起動ずると、バソコンびフ|」ーズ 
した0、起動しないことびあります。 

一本機をバソコンからはずして起動してください。 


图 

0 

巧 

rv 

が 

な 
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エラー表お一覽 


エラー 表示 

原因 

電池び残 D わずかです 

• 電池び残りわずかのため、フォーマットやフォルダ内消去びで定ません。新し 
い電池の準備をして < ださい。 

電池残量びあ D ません 

• 電池び消耗しています。新しい単4形乾電池と取0換えて<ださい。充電式 
電池の場合は充電するか、充電済みの電地と取り換えてください。 

メモ U —び一杯です 

• 録音でをるメモ U —容量びな<な0ました。い<つかの巧件を消去してから 
や0直してください。 

用件び一杯です 

• フォルダ内の巧件の合計か、全体の巧件数び最大になったため、新規の巧件を 
作成でさません。い<つかの巧件を消去してからや0直して<ださい。 

ファイルび壊れています 

• 置んだファイルのデータび破損しているので、再生や編集がで定ません。 

本機でフォーマットび必要 
です 

• バソコンで本職をフォー マッ トしたため USB 接続で電源を入れよラとしてち、 
動作に必要な管理ファイル作成びでさません。メニューで本機のフォー マッ 
卜をしてください。バソコンでフォー マッ トしないでください。 

処理を継続でさません 

• メモ1」一の読み取0に失敗しました。電池を抜さ差ししてみて<ださい。 

• 必要なデータをバックアップしてからメニューで本機をフォーマットしてく 
ださい。 

• 上記が外の場合は、ソニーの相談窓□(裏表紙)までご連絡ください。 

時計を設定して<ださい 

• 時計合わせをしていないと、アラームは言ミ定でさません。 

用件びあ0ません 

• 置んだ巧件フォルダには1件ち巧件び録音されていません。用件移動とアラー 
ム再生の設定などの操作びでをません。 

既に設定済みです 

• 置んだ巧件には既にアラーム再生び設定されています。別の巧件を置おして 
ください。 

• 既に別の巧件で同じ曰時にアラーム再生び設定されています。設定を変更し 
てください。 

過去の曰時です 

• 現在曰時よ0ち前の曰時でアラームを設定しよラとしています。年月曰など 
ちラー度確認して、設定し直してください。 

登録びあ0ません。 

• アラーム設定を1件ちしていない場合は、 r アラームー覧」は表示でさません。 
アラーム設定を r 新規」で設定して < ださい。 
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エラー 表示 

原因 

登録び一杯です。 

• アラーム登録は30件までです。未使巧のアラーム設定を解除して<ださい。 

• FM ラジオのプ U セット登録は30件までです。未使巧のプ U セット登録を解 
除してください。 

ファイルび保護されていまず 

• 置んだ巧件び保護設定されているか、 r 読み取0専用」になっています。消去な 
どびできません。本磯で保護設定を解除するか、バソコン上で「読み取り専用」 
属性をはずすと、操作でするよラになります。 

が対応のデータでず 

• 本機で対応していないファイル形式のデータです。本概び対応しているファ 
イルあ式(拡張テ)は、 MP3 ファイル(.mp3)、 WMA ファイル (.wma)、 
AAC-LC ファイル (.m4a) となります。詳しくは本機の仕様をご覧ください 
(87 ぺージ)。 

• 着作権保護されたファイルは再生でさません。 

操作でさません 

• 複数のフォルダに同じファイル名の巧件び保存されているため、巧件移動や 
巧件分割びでをません。ファイル名を変更して<ださい。 

• 巳 □フォルダ内の用件は、用件移動や用件分割びでさません。 

• 本機で録音した用件が外は、巧件分割がでさません。 

新しい用件で録音を継続し 
ます 

• 録音中の巧件びファイルサイズの上限 （1GB) に達しています。巧件は自働的 
に分割され、録音を継続します。 

フオルダを切0換えます 

• 亡] で表示されるフォルダに巧件びひとつもない墙合、フォルダび表示で定な 
いため、表示でをるフォルダに切り換えます。 

故障です 

• 巧らかの原因でシステムエラーび発生しています。一度電池をはずし、再度入 
れ直して<ださい。それでち動作しない場合は、ソニーの相談窓□(裏表紙)ま 
でご連絡 < ださい。 

ノイズカツト設定時は無効 
です。 

• ノイズカットを設定している場合は、エフェクト言受定よりち優先されます。ノ 
イズカット設定を解除して<ださい。 


囲 

0 

巧 

rv 

が 

な 
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システム上の制約 

にレコーダーの録音方式では、いくつかのシステム上の制約びあり、;欠のような症状び出る場合 
びあります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

症げ 原因/処置 

最大録音時間まで録音できな • ST モード、 STSP モード、 STLP モード、 SP モード、 LP モードを逼ぜて録音ずる 
い。 と、最大録音時間は ST モードと LP モードの最大録音時間の間になります。 

• 上記の理由により、実際に録音した時間(カウンター表お)の合計と、悔音可 
能時間」を合計した時間び、最大録音時間よ0みな < なる場合びあ0ます。 

音楽ファイルを順番に表あ、再 • バソコンを使って、本機に転送した音楽ファイルは、システムの制約により転 
生でをない。 送順にな6ないことびあ0ます。バソコンにある音楽ファイルを1ファイル 

ずつ本機にコピーすると、表示、再生の順番を乾送順に合わせることびできま 
す。 

録音中に自動的に分割されて • 録音中の用件または音裳びファイルサイズの上限 （1GB) に達していまず。巧 
しまラ。 件は自働的に分割されます。 

英文字びすべて大文字になっ • バソコンで作成したフォルダ名称ので字の組み合わせによっては英文字びす 
てしまラ。 ベて大文字になってしまラことびあ0ます。 

フォルダ名、タイト J レ名、アー • 本機で表示できないで字び使巧されていまず。バソコンで本機で表示可能な 
ティスト名、ファイル名に「□」 別ので字に置さ換えてください。 

び表示される。 

A-BU ピート設定で B 点び設定 • A 点より前に B 点を設定ずることはで定ません。 

でをない。 

A-BU ピート設定で、設定位置 • ファイルによっては J 受定位置びずれてしまラことびあります。 

びずれてしまラ。 
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表示,杳について 

停止/録音時 



田経過時間、残り時間、録音曰付、録音時刻 
表示 

回亡!（己)フォルダ名、づ用件タイトル 
名、<1アーティスト名、□ファイル名表 
お 

コント□ールボタンの ▲ または ▼ を押 
して、フォルダ名、巧件タイトル名、アー 
ティスト名、ファイル名を順に表示でを 
ます。 

回録音可能時間表示 

録音可能時間を時間、分、秒で表示します。 
10時間し乂上の場合：時間 
10分切上、10時間未満の場合：時間と分 
10分未満の場合：分と砂 


团動作モード表示 

本機の動作状態に応じて下記のぶラに表 
示されます。 

■3 :停止中 
ES :再生中 
粒间 ■ 緑音中 

' 緑音一時停止中に点滅 
: VOR 録音中 

□0 巧因： V 0 R 録音一時停止中に点滅 
V 0 R 録音を r オン」にしているときに 
♦ 録音/一時停止ボタンを押して録 
音を一時停止すると cm だけび点滅 
します。 

^因 EB :シンク□録音中 
□ on :シンク□録音一時停止中に 
点滅 

dca 早戻し/早送り再生中 
cac 3 連続巧件戻し/送り 
间 録音モード表お 

停止中はメニューで設定されている録音 
モードび、再生中または録音中はその用 
件の録音モードび表示されます。 

El : ステレオ高音質モード 
0 E 3: ステレオ標準モード 
回旧：ステレオ長時間モード 
E 3 :モノラル標準モード 
Da モノラル長時間モード 


囲：：>巧たが好 
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パソコンなどから転送されたファイルで 
は、下記のように表示されます。 

四西：廣送された MP 3 ファイル 
MB ■ 転送された WMA ファイル 
ma :廣送された AAC - I_C ファイル 
録音モード情報を取得できないとをは、 
下記のよラに表示されます。 
a : 不明 
固位置情報表示 

選んだ用件番号び分テにフォルダ内の総 
巧件数び分母に表示されます。 

团マイク感度表示 

録音時の マイクの 感度び表示されます。 
口！：□述録音モード 
E 2 n 会議録音モード 
田田： 高感度録音モード 
圓 イ呆護 マーク 

巧件び保護設定されているとを表示され 
ます。 

回 アラーム 表示 

巧件にアラームび設定されているとき表 
示されます。 

画に F 表示 

「に F(Low Cut )」 び「オン」に設定されて 
いるとをに表示されます。 


102 


回 電池 マーク 

乾電池を使巧しているとさは電池鶏量び 
表示されます。 

充電式電池を充電中にはアニメーション 
表示になります。 




再生時 


□ 090203_001こ 

01100 m09s 

L 2 -9 h 59 m 

005 /006向(ぃ 


画ノイズカット/エフェクト 

巧件の音質を切り替えているとさ表示さ 
れます。 

PCTH : ノイズカット 
■SQ ；ポップス 

TTlil :□ック 

■no :ジャズ 

mm ベース] 

；ベース 2 
Tm :カスタム 
固 U ピート表示 

SB ； 1 件用件リピート 
^= 1 :フォルダ内用件リピート 
因亞！：全巧件リピート 


FM ラジオ受信時 

(に D-UX300F/UX400F の奶 


巧罕 

平 

丘 

IP0 扭 

<[ 

90.0mhz> 


-9 h 59 m 



m — 

IDXI II 


回 


回 FM マーク 
画周波数 
圆プ U セツト番号 
回 FM 感度 

mm : LOCAL 

mnm : dx 


囲：：>巧たが好 
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I A な叫 下記のミち意事項を守 5 ないとけびをしたり周辺の家財に 

1/へけ思 I 損害を与えたりずることびありまず。 


内部を開けない 

感電の原因となることびあります。内部の点検や修理はお買い上げ店また 
は ソニーサービス 窓□にごネ目談 < ださし、。 

⑩ 

分が禁止 

か 

覆 

壤 

大音量で長時間つづけて聞さずぎない 

耳を刺激ずるよラな大きな音量で長時間つづけて間くと、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。とくにイヤーレシーバーで間くとさにご注意くだ 
さい。呼びかけられて返事びでさる<らいの音量で聞さましょラ。 

0 

禁止 

纖 

はじめか6ボリュームを上げずぎない 

突然大きな音びでて耳を痛めることびあります。 


Q 

禁止 


•本製品の不具合により、録音や再生びでをなかった場合、および録音内容び破損または消去 
された場合など、いかなる場合においてを録音内容の補償についてはご容赦ください。 

また、いかなる場合においてを、当社にて録音内容の修復、復元、複製などはいたしません。 
•本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利なおよび第三者からのいかな 
る言青求につをましてち、当社は一切その責任を負いかねます。 

•録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。 

•お客様び録音したものは個人として楽しむなどのほかは、善作権法上、権利者に無断で使用 
でさません。 


バックアップのおずずめ 

万一の誤消去や、にレコーダーの故障などにぶるデータの消滅や破損にそなえ、大切な録音 
内容は、必ず予備として、コンピューターなどにイ呆をしてください。 
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電池についてのまを上のごを意 

液漏れ•破裂■発熱•発火-誤飲による大けびや失明を避けるため、拟下の注意事項を必ずお守 
りください。 

電池の種類については、電池本体上の表示をご確認ください。1 
種類によっては診当しないミ主意事項ちあります。 


充電式電池 

ニカド ( Ni - Cd ) 

ニッケル水素 ( Ni - MH ) 
リチウムイオン （ Li - ion ) 


乾電地 

アルカ|丄マンガン 


ポタン型電池 
U チウムなど 


巧電式電化、巧電化、ボタン型電池が液漏れしたとま 

• 充電式電池、乾電池の液び漏れたとさは素手で液をさわらない。 

. 液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓□(裏表紙)またはソニーサービス窓□に相談す 
る。 

• 液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるため、目をこす5ず、すぐに水道水などのされい 
な水で充分洗い、ただちに医師に相談する。 

• 液び身体や衣服についたとさは、やけどやけびの原因になるため、すぐにきれいな水で洗い流し、巧屬 
に炎症やけびの症状びあるとさには医師に相談する。 


囲：：>巧たが好 
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危険 I 巧電式電池について 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 取扱説明書に記載された充電方法政外で充電しない。 

• バッテ U —キヤ U ングケースび付属されている場合は、必ずキヤ1」ンブケースに入れて携帯、保管ず 
る。 

• 火の中に入れない。 

• ショートさせた0、分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、保管しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ、炎天下の車中など、高温の場所で使用、保管、放置しない。 

• 水などで;'15さない。風呂場などの湿気の多いところで使わない。 

• が装のビニールチューブをはびしたり、傷つけない。 

• 指定された種類の充電式電池政外は使用しない。 

• 長時間使用しないときや、長時間 USB AC アダプターで使用ずるときは取りはずす。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


曰本国内での巧電式電池の廃棄について 


锡 

Ni-MH 


ニッケル水素充電池は、 U サイクルでをます。不要になったニッケル水素充電池 
は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼って充電式電池 U ヴイクル協 
力店へお持ちください。 

充電式電池の回収- U サイクルおよび U サイクル協力店については有限責任中間 
法人 JBRC ホームぺージ hltp :// www . jb に net / hp / conten じ/ index.html を参照 
して < ださい。 


106 



Att 胃 I 巧電池、ボタン型電化について 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の届かないところに保管する。電池を飲み込んだ 
ときは、窒息や胃などへの障害の原因になるので、ただちに医師に相談してください。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。 

• シヨートさせたり、分解したり、加熱したりしない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、保管しない。 

•使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさや 、 USB AC アダフターで使用するときを取り 
はずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の異なる電池を混ぜて使わない。 

• 液漏れした電ミ也は使わない。 


ミ主意]巧電池、ボタン型電制こついて 

• 火のそばや直射日光の当たるところ、炎天下の車中など、高温の場巧で使用、保管、放置しない。 
• 水などで濡5さない。風呂場などの湿気の多いところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけない。 

• 指定された種類の電池政がは使用しない。 


お願い 


使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子(金属部分)にテーフを貼るなどの処理をして、充電式電池 
リサイクル協力店にご持参ください。 


囲：：>巧<^が好 
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索引 


数字、記号、アルファベット順 


A-BU ピート . 

. 43 

AAC-1_C ファイル . 

. 87 

DPC (デジタル•ピッチ- 

コント□-ル) . 

. 40 

FM ラジオ 


DX/LOCAL. 

. 56, 66,71 

FM ラジオを間< ...... 

. 54, 66,71 

オートプリセット.… 

. 58, 66,71 

音青出力選択 . 

. 55,66,71 

スキトン感度 . 

. 59, 66,71 

1_CF (Low Cut Filter)... 

. 29, 66, 68 

LP モード . 

...27, 66, 68, 8え9日 

MP3 フアイ J レ . 

. 87 

SP モード . 

...27, 66, 68, 89, 9日 

STLP モード . 

...27,66,68,89,90 

STSP モード . 

...27,66,68,89,90 

ST モード . 

...27,66,68,89,90 

USB AC アダプター ...... 

. 83 

USB メモ U-. 

. 81 

VOR (自動音声録音 


スタート） . 

. 30,66,68 

VVMA フアイ J レ . 

. 87 


五十音順 


あ巧 

アフターサービス . 91 

アラーム再生 . 46, 66, 70 

イージーサーチ . 39,66,6弓 

エラー表示 . 98 

お手入れ . 85 

音楽ファイルのコピー . 78 

音質切り換え . 44,66,69 

音量調節 . 21,32 

か巧 

が部マイク . 34 

各部のなまえ 

表示窓 . 101 

本体(裏面) . 8 

本体(表面) . 8 

乾電池 . 90 

困ったときは . 92 
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を巧 

再生 . 20,39 

再生モード . 42,66,69 

システム上の制約 . 100 

充電式電池 . 9,89 

充電する . 9 

修理 . 91 

仕様 . 86 

消 S. 24 

使用上のご注意 . 85 

シンク□録音 . 36,67,73 

た巧 

他の機器か5録音 . 35 

他の機器へ録音 . 49 

電池残量表示 . 11 

電池持続時間 . 89 

巧話の廊白 . 35 

時計合わせ . 13 

な巧 

内蔵マイク . 17 

ノイズ . 85 

ノイズカット . 43,66,68 


は巧 

パソコンにつなぐ . 74 

フオルダ . 16, 20,引，75 

フオルダ内消去 . 50 

分割新規録音 . 32 

mm . 50 

ホールド . 15 

ホールド/電源スイッチ . 12,15 

保証書 . 91 

ま巧 

マィク感度 . 27,66,68 

メニュー 

DX/LOCAL. 66,71 

FM ラジオ . 66,71 

LCF(Low Cut). 66,68 

LED. 67,72 

USB 充電 .67, 72 

VOR.66, 68 

アラーム .66, 70 

イージーサーチ . 66, 69 

—見 . 

エフてクト . 66,69 

オートパワーオフ . 67,72 

オートプ U セット . 66,71 

音声出力選択 . 66,71 

外部入力選択 . 67,72 
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再生モード . 66,69 

時刻表示お式 . 67,71 

詳細メニュー . 67,71 

シンク□録音 . 67,73 

スキトン感度 . 66,71 

操作音 . 67,71 

使いかた . 64 

時計設定 . 67,71 

ノイズカット . 66,68 

ノくックライト . 67,72 

表お切り換え . 66, 7日 

フオーマット . 67, 73 

フオルダ内消去 . 66, 7日 

保護 . 66, 70 

マイク感度 . 66,68 

用件移動 . 66, 7日 

録音モード . 66,68 

モニターする . 32 

や巧 

用件の移動 . 引，66, 7日 

用件のコピー . 77 

用件分割 . 52 


6巧 


レビュー . 

. 18,39 

録白 . 

. 16,32 

録音一時停止 . 

. 18 

録音時間 . 

. 89 

録音モード . 

. 26, 66, 68 
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著作権と商標にごいて 

著作権について 

• 権利者の許語を得ることなく、このマニュ 
アルの全部または一部を複製、輯巧、送信等 
を行ラことは、善作権法上禁止されており 
ます。 

• あなたび録音したちのは、個人として楽し 
むなどの他は、善作権ま上権利者に無断で 
使用できません。 

商標について 

• Microso 行、 Wind 日 WS、 Windows Vista 、 
Windows Media は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国にお 
ける登録商標または商標です。 

• Macintosh および Mac 0S は米国その他の 
国で登録された Apple Inc の商標です。 

• 本機は Fraunhofer Iにおよび Thomson の 
MPEG Laye「-3 オーディオコーディング技 
術と特許に基づ<許諾製品です。 


その他、本書で登場するシステム名、製品名、 
サービス 名は、 一般に 各開発 メーカーの 登録 
商標あるいは商標です。なお、本文中では®、 
™ マークは 明記していません。 
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お問いさわせ窓口のご案内 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときのご相談については、下記のお問い 
合わせ先をご利用ください。 

• ホー ムぺ ージで 調べるには -* "IC レコーダー. カスタ マー ヴポ ートへ 
(http://www.sony.co.jp/ic-rec-support) 

にレコーダーに関する最新ヴポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご案内するホーム 
ページでず。 

• 電話- FAX でのお問い合わせはーソニーの相談窓□へ(下記電話- FAX 番号） 

• 本機の商品カテゴリーは [1 C レコーダー]です。 

• お問い合わせの際は、次のことをお知らせください。 

♦セット本体に関するご質問時： 

• 型名； に D - UX 200 / UX 300 F / UX 40 OF • シ U アルナンパー:電池ボックス内 

• ご相談内容：できるだけ詳しく • お買い上げ年月曰 

♦付属のソフトウエアに関連ずるご質問時： 

質問の巧容によっては、お客さまのシステム環境について質問させていただく場合びあります。 
上記内容に力にて、システム環境を事前に分かる範囲でご確認いただき、お知らせください。 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などはホームぺージをご活巧ください。 http :// www . sony . co . jp/support 



FAX (巧巧）0120 -333-389 ソニー株式会社 干1 08-007 己ま京部港区港南1 -7-1 
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